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特 集   観光・世界遺産

歴史とともに歴史とともに
生きていく



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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インドが誇る世界文化遺産「ター
ジ・マハル」の前で語り合う女性
たち。インド＝イスラーム文化の代
表的な建築で、その美しさは世界
中の人 を々魅了し続けている

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



県
由
布
院
の
田
園
的
な
景
観
な
ど
は
、

地
元
住
民
が
自
ら
ル
ー
ル
を
作
っ
て
地

域
の
魅
力
を
生
み
出
し
て
き
た
例
だ
。

昨
年
、
世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た

富
岡
製
糸
場
も
、
地
元
N
P
O
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
普
及
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

　
一
方
、
有
名
に
な
っ
た
世
界
遺
産
の

中
に
は
、
保
存
や
修
復
の
た
め
に
、
周

辺
住
民
を
締
め
出
し
て
し
ま
っ
た
も
の

も
あ
る
。「
人
々
が
連
綿
と
受
け
継
い

で
き
た
営
み
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
遺
産

は
、
ど
れ
ほ
ど
美
し
く
修
復
さ
れ
、
公

園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
も
、
文
化
と
し

て
は
死
ん
だ
も
同
然
で
す
。
今
後
は
、

地
元
の
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
る
〝
生

き
た
遺
産
〞
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」
と

西
山
教
授
は
言
う
。

　
ま
た
、
自
然
遺
産
は
近
隣
に
住
む

人
々
に
と
っ
て
日
々
の
糧
を
得
る
生
活

の
場
で
あ
る
こ
と
も
多
い
。
自
然
を
守

る
た
め
と
い
っ
て
も
、
そ
の
た
め
に

人
々
の
生
活
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
人
の
生
活
の
場
と
し
て
の
自

然
や
、
そ
こ
に
あ
る
多
様
性
を
考
え
た

と
き
、日
本
伝
統
の
里
山
の
よ
う
に
「
手

入
れ
に
よ
っ
て
保
存
す
る
」
と
い
う
考

え
方
か
ら
得
る
も
の
は
多
い
。

　
一
村
一
品
運
動
や
道
の
駅
な
ど
、
地

域
に
根
付
い
た
形
で
、
需
要
の
創
造
や

　
パ
リ
、
ロ
ー
マ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク…

有
名
な
観
光
地
と
い
う
と
、
欧
米
の
、

い
わ
ゆ
る
先
進
国
の
町
を
思
い
浮
か
べ

る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
開
発
途

上
国
に
も
訪
れ
る
べ
き
場
所
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
各
国
が
誇
る
世
界
遺
産
は
、

そ
の
一
例
だ
。

　
し
か
し
、
開
発
途
上
国
の
観
光
地
の

開
発
は
、
先
進
国
か
ら
来
る
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
を
想
定
す
る
こ
と
が
多
く
、
地

域
振
興
に
結
び
付
か
な
い
ケ
ー
ス
も
多

い
。
そ
う
し
た
現
状
を
受
け
、
ユ
ネ
ス

コ
に
世
界
遺
産
と
な
る
べ
き
物
件
を
答

申
す
る
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
I
C

O
M
O
S
）
は
、
国
際
文
化
観
光
憲
章

の
中
で
地
域
に
根
ざ
し
た
観
光
開
発
の

重
要
性
を
指
摘
し
、「
観
光
資
源
の
開

発
に
は
、
資
源
の
所
有
者
、
近
隣
住
民
、

文
化
の
継
承
者
の
三
者
を
関
与
さ
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。

　
国
連
世
界
観
光
機
関
の
調
べ
で
は
、

２
０
１
４
年
の
時
点
で
観
光
業
は
全
世

界
の
G
D
P
の
９
％
、
労
働
者
の
11
人

に
１
人
を
占
め
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、

観
光
開
発
と
住
民
の
生
活
を
一
体
的
に

捉
え
る
こ
と
は
不
可
欠
だ
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
博
物
館
な
ど
観

光
施
設
の
建
築
や
、
遺
産
の
保
存
・
修

旅
を
通
し
て

知
ら
な
い
文
化
と
触
れ
合
う

日
本
式
「
町
お
こ
し
」
を

世
界
で
生
か
す

観
光
化
の
弊
害
を
抑
え

新
た
な
価
値
の
創
出
を

復
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
、
観
光
資
源
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
必
要
な
道
路
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
を
中
心
に
、
開
発
途
上
国
を
支

援
し
て
き
た
。
考
古
学
者
や
学
芸
員
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
質
の
高
い
技
術
移

転
は
、
現
地
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　「
こ
れ
か
ら
は
、
観
光
資
源
を
地
元

社
会
が
積
極
的
に
維
持
し
、
振
興
す
る

〝
自
律
的
観
光
〞
に
か
じ
を
切
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ヒ
ン
ト
は
国
内

に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
、
北
海
道
大

学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
山

徳
明
セ
ン
タ
ー
長
（
国
際
広
報
メ
デ
ィ

ア
・
観
光
学
院
教
授
）
は
言
う
。

　
日
本
で
国
内
旅
行
が
普
及
し
た
70
年

代
か
ら
、
多
く
の
自
治
体
は
、
観
光
客

を
呼
び
寄
せ
る
た
め
に
、
町
お
こ
し
に

尽
力
し
た
。
そ
の
際
、
多
く
の
自
治
体

は
地
域
社
会
の
活
性
化
と
、
観
光
客
を

ひ
き
つ
け
る
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り

の
両
立
を
目
指
し
た
。
西
山
教
授
は「
歴

史
あ
る
町
並
み
の
保
存
や
自
然
の
保

護
、
伝
統
を
生
か
し
た
土
産
物
の
考
案

な
ど
は
、
地
域
社
会
が
自
分
た
ち
の
文

化
や
魅
力
を
知
り
、
そ
れ
に
誇
り
を
感

じ
る
土
壌
の
上
に
、
事
業
の
ビ
ジ
ョ
ン

が
あ
る
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。
日
本

の
町
お
こ
し
に
は
、
こ
う
し
た
点
で
示

唆
に
富
む
多
く
の
成
功
例
が
あ
り
ま

す
」
と
指
摘
す
る
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
岐
阜
県
白

川
郷
の
合
掌
造
り
集
落
や
、
沖
縄
県
竹

富
島
の
赤
い
瓦
屋
根
の
町
並
み
、
大
分

地
元
へ
の
利
益
還
元
に
結
び
付
い
て
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
国
内
に
い
く

つ
も
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
発
途
上
国
の
現
状
に

合
わ
せ
て
、
長
期
的
に
観
光
開
発
に
取

り
組
む
た
め
に
は
、
J
I
C
A
の
よ
う

な
組
織
や
現
地
政
府
の
協
力
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
官
民
の
枠
組
み
を
超
え
、

現
地
と
の
密
接
な
協
力
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
観
光
開
発
で
避
け
て

通
れ
な
い
の
が
、
観
光
振
興
に
伴
う
弊

害
（
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
）
の
軽
減
だ
。

　
こ
れ
ま
で
人
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
場
所
が
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
と
い
う

こ
と
は
、
消
費
活
動
が
急
に
増
え
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
自
然
や
遺
跡
の

破
壊
を
防
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

道
路
や
電
車
な
ど
の
交
通
機
関
、
き
れ

い
な
水
や
ト
イ
レ
（
上
下
水
道
）、
観
光

客
が
残
す
ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
、
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

る
。
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
ゴ

ミ
の
削
減
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
日
本
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
開
発
途
上
国
に

対
し
て
提
案
で
き
る
協
力
の
形
が
あ
る

は
ず
だ
。

　
も
し
、
あ
な
た
が
こ
の
夏
、
旅
行
に

出
か
け
た
ら
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の

生
活
や
文
化
を
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
す
ば
ら
し
い
文
化
を
守
る
た
め
に

は
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
も
、
思
い

を
は
せ
て
み
て
ほ
し
い
。

編集協力：北海道大学 観光学高等研究センター　西山徳明センター長編集協力：北海道大学 観光学高等研究センター　西山徳明センター長

楽しい夏休みが始まるまで、あと少し。
今から旅行を計画している人も多いはずだ。
行き先は有名な観光地だろうか。
それとも静かな保養地だろうか。
国内か、海外か－選択肢は無限だ。
今では私たちの生活の一部となった観光旅行。
その裏には、観光地の人たちのたゆまぬ努力がある。

特集  観光・世界遺産

楽しい夏休みが始まるまで あと少し

歴史とともに
生きていく
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特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

レトバ湖

バラのようなピンク色に染まるこ
とから「ラック・ローズ」と呼ばれ
る。セネガルには、七つの世界
遺産やビーチリゾートなど観光
資源が豊富に存在する。

首都ダカールまで、ヨーロッパ経由
で約22時間

観光開発アドバイザーを派遣し、現地の担当省と共に国の観光戦略の策定と遂
行、職員のスキルアップのためのワークショップなどを実施。

観光開発アドバイザー

アジャンタ・
エローラ石窟群

膨大な仏教壁画が残るアジャン
タと、仏教・ヒンドゥー教・ジャイ
ナ教の石窟寺院が近接するエ
ローラは、インドが誇る珠玉の世
界遺産。

最寄りのアウランガバードまで、シ
ンガポール、ムンバイ経由で約19
時間

石窟の概要や見所などを発信する「ビジターセンター」の建設に協力。遺跡の保
護や、観光客誘致のための宣伝活動にも取り組む。

遺跡保護・観光基盤整備事業

クメール美術の真髄を体現した、
アンコール遺跡群の中で最大
級の規模を誇る寺院遺跡。年間
約100万人の観光客が世界中
から訪れる。

最寄りのシェムリアップまで、ベト
ナム経由やタイ経由で約９時間

手付かずの状態となっていた西参道の修復を支援。他にも、遺跡の発掘・調査・
保存計画の推進と周辺のインフラ整備のため地形図の作成にも協力。

西参道修復機材整備計画

広大な湾内に大小さまざまな島
や奇岩が浮かび、世界自然遺産
にも登録されている。神秘的な光
景を間近で見られるクルーズは
観光客に人気。

首都ハノイまで、直行便で約６時
間

近郊の急激な工業化や都市化などによる環境汚染を防ごうと、土地利用施策の
策定や、環境モニタリング活動などを実施。

環境保全プロジェクト

スタリ・モスト

古都モスタルのシンボルとなっ
ている橋。紛争中に破壊された
が、それから11年後の2004年に
再建され、国内初の世界文化遺
産に登録された。

首都サラエボまで、イスタンブール
経由で約16時間

アドリア海沿岸の観光拠点と国内の拠点をつなぐ「国際観光コリドー」の形成を
目指し、官民連携の取り組み体制の構築や観光商品の開発を支援。

国際観光コリドー・環境保全プロジェクト

ジェリコ

約１万年の歴史を持つ世界最
古の都市と言われ、古代の遺跡
が数多く存在する。冬でも暖か
く、リゾート地としても人気が高
い。

最寄りのテルアビブ（イスラエル）
まで、ヨーロッパ経由で約18時間

ツアーガイドや料理人の研修、観光情報センターの設置などを支援し、文化遺産
の有効活用や観光情報の発信に取り組む。

官民連携による持続可能な観光振興プロジェクト

ペトラ遺跡

死海とアカバ湾の間の渓谷にあ
る世界文化遺産。光の加減に
よって岩の色が何色にも変化し
て見える美しさは「岩の芸術」と
も称される。

首都アンマンまで、カタール経由や
アラブ首長国連邦経由で約17時間

遺跡の玄関口に博物館を建設し、遺物の保管・展示や、情報の発信を支援。観
光客数の増加と、観光客一人当たりの経済効果の増大を目指す。

イフガオの棚田

世界文化遺産に登録されている
棚田群。イフガオ族が斜面を開
墾して作り上げたその壮大な光
景は、「天国への階段」とも称さ
れる。

首都マニラまで、直行便で約４時
間半

若者の農業離れや都市部への流出が増えているため、研修やセミナーを通じて、
地域を持続的に発展させる若手人材の養成に協力。

持続的発展のための人材養成プログラムの構築支援事業

ガラパゴス諸島

太平洋に浮かぶ赤道直下の楽
園。数多くの固有種が生息する
貴重な生態系は、ユネスコ世界
遺産の第一号として指定されて
いる。

バルトラ島まで、アメリカ、エクアド
ル経由で約30時間

ガラパゴス海洋保護区の保全に向けて、海洋調査や水質モニタリングに加え、
住民の理解と協力を得るための環境教育などを支援。

海洋環境保全計画プロジェクト

クエラップ遺跡

「第二のマチュピチュ」と呼ばれ
るアマソナス州の巨大な神殿。
周辺には落差771メートルを誇
るゴクタ滝などもあり、近年注目
を集めている。

首都リマまで、アメリカ経由で約
21時間

観光名所の整備とともに、交通アクセスの悪さやゴミ処理などの問題を解決する
ため、道路整備や廃棄物処分場の建設にも協力。

アマソナス州地域開発事業

撮
影
：
久
野
真
一

撮
影
：
今
村
健
志
朗

撮
影
：
今
村
健
志
朗

撮
影
：
久
野
真
一

10

アンコール・ワット ハロン湾

❷

❸
❹

❺ ❻
❼ ❽

❶

❾

1 セネガル 5 インド 6 カンボジア 7 ベトナム

8 フィリピン

9 エクアドル

10 ペルー

2 ボスニア・ヘルツェゴビナ

3 パレスチナ

4 ヨルダン

－

博物館建設計画
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機
能
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る

博
物
館
へ

　
　
　
　
　
　
　

　
エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
か
ら
南
西

に
約
15
キ
ロ
。
三
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
そ

び
え
立
つ
ギ
ザ
地
区
で
は
、
今
日
も
大

掛
か
り
な
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
至
宝
を
発
信
す

る
新
た
な
拠
点
と
し
て
、
2
0
1
8
年

の
完
成
を
目
指
す
「
大
エ
ジ
プ
ト
博
物

館
」
だ
。
現
在
、
２
階
部
分
ま
で
の
骨

組
み
は
ほ
ぼ
完
成
し
、
３
階
部
分
を
組

み
上
げ
て
い
る
段
階
だ
。
ま
だ
ま
だ
全

貌
は
見
え
て
こ
な
い
が
、
す
で
に
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
伺
え
る
。

　
日
本
の
支
援
の
下
、
こ
の
大
規
模
な

建
設
事
業
が
始
ま
っ
た
の
は
、
今
か
ら

３
年
前
。
現
在
運
営
さ
れ
て
い
る
「
エ

ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
」
は
、
開
館
か

ら
す
で
に
1
0
0
年
以
上
が
経
ち
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
ほ
か
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
も
足
り
て
い
な
い
。
そ
こ
で
新
し
い

博
物
館
は
、
展
示
面
積
を
広
げ
、
新
し

い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
な
近
代

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
子

ど
も
向
け
の
教
育
施
設
や
、研
究
施
設
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
一
望
で
き
る
屋
上
庭
園

な
ど
も
設
置
さ
れ
る
予

定
だ
。

　
開
館
に
向
け
て
、
い

く
つ
も
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
日
本
と
協
働
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、
収
蔵
文
化
財

を
適
切
に
管
理
す
る
た

め
、
保
存
修
復
セ
ン
タ

ー
で
の
業
務
に
携
わ
る

人
材
を
育
成
す
る
と
い

う
も
の
。「〝
も
っ
た
い

な
い
〞
と
い
う
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
本
に
は
も
の
を
大
事

に
す
る
文
化
が
あ
り
、

保
存
・
修
復
は
ま
さ
に

得
意
分
野
な
の
で
す
」。

こ
う
話
す
の
は
、
2
0

1
1
年
ま
で
の
３
年

間
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た

中
村
三
樹
男
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
だ
。

　
ま
ず
取
り
掛
か
っ
た
の
が
、
文
化
財

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
だ
。
最
終
的

に
収
蔵
が
予
定
さ
れ
て
い
る
数
は
な
ん

と
約
10
万
点
。
そ
の
計
画
に
間
に
合
わ

せ
る
た
め
に
も
、
エ
ジ
プ
ト
学
の
知
識

が
あ
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
を
約
20
人
雇
用

し
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
人
物
が
、

学
芸
員
と
し
て
の
調
査
研
究
の
経
験
を

持
っ
て
い
た
モ
ハ
メ
ド
・
ア
ト
ワ
さ
ん

だ
。「
政
権
崩
壊
に
よ
る
デ
モ
が
起
き
て
、

日
本
へ
の
一
時
退
避
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
時
に
も
、
ア
ト
ワ
さ
ん
と
電
話
で
や

り
取
り
を
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
中
村
専
門
家

は
振
り
返
る
。
そ
し
て
最
近
、
こ
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
が
役
に
立
つ
出
来
事
が
起

き
た
と
い
う
。「
文
化
財
の
テ
ー
ブ
ル

に
損
傷
が
見
つ
か
り
、
セ
ン
タ
ー
に
移

送
す
る
際
に
付
い
た
の
で
は
な
い
か

と
、
文
化
大
臣
ら
が
責
任
を
追
及
さ
れ

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
写
真
か
ら
、
４
年
前
の

時
点
で
す
で
に
傷
が
付
い
て
い
た
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
の
で
す
」。

　
一
方
、
人
材
育
成
の
面
で
は
、
東
京

文
化
財
研
究
所
と
協
力
し
て
、
遺
物
の

取
り
扱
い
、
微
生
物
の
管
理
、
移
送
や

梱
包
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
を
行
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
の

が
、
日
本
が
誇
る
技
術
の
数
々
。
例
え

ば
、古
代
エ
ジ
プ
ト
で
使
わ
れ
た
紙「
パ

ピ
ル
ス
」
の
保
存
・
修
復
に
、
和
紙
作

り
の
伝
統
技
術
を
取
り
入
れ
る
試
み
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
研
修
員
は
実
際
に

京
都
の
工
房
で
、
の
り
作
り
や
、
和
紙

を
継
ぎ
合
せ
る
手
法
な
ど
を
学
ん
で
い

る
。
ま
た
、
移
送
や
梱
包
に
関
す
る
研

修
で
は
、
物
流
の
プ
ロ
、
日
本
通
運
の

専
門
家
が
直
接
指
導
を
行
う
。
レ
プ
リ

カ
を
使
っ
た
実
践
形
式
で
進
め
ら
れ
、

重
量
品
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
配
慮
し

な
が
ら
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
る
訓
練

も
行
わ
れ
た
。「
中
に
は
、〝
万
が
一
〞

と
い
う
日
本
語
を
覚
え
た
研
修
員
も
い

る
ほ
ど
、
慎
重
に
も
の
を
扱
う
日
本
人

〝
日
本
の
技
術
〞
が
集
結
！

の
技
能
や
精
神
が
浸
透
し
た
よ
う
で

す
」
と
中
村
専
門
家
は
話
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
本
の
鉄
道
技
術
を
活

用
し
た
「
カ
イ
ロ
地
下
鉄
４
号
線
」
の

整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
カ
イ
ロ
中
心
部

か
ら
博
物
館
が
で
き
る
地
区
ま
で
が
結

ば
れ
る
予
定
だ
。
博
物
館
効
果
に
よ
る

観
光
客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、
交

通
渋
滞
の
緩
和
や
、
利
便
性
の
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　「
技
術
の
向
上
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

資
材
の
片
付
け
や
清
掃
、職
場
の
安
全
・

衛
生
に
関
す
る
自
覚
も
高
ま
っ
て
い

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
切
れ
目
な
く
続

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」。

今
年
４
年
ぶ
り
に
現
場
に
復
帰
し
た
中

村
専
門
家
。
国
内
の
政
治
的
な
混
乱
な

ど
に
よ
り
、
工
事
や
研
修
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
当
初
の
予
定
に
比
べ
て
遅
れ
て

い
る
が
、
周
辺
で
は
新
し
い
ホ
テ
ル
が

で
き
る
な
ど
、
徐
々
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。
中
村
専
門
家
は
、「
ま

ず
は
観
光
客
が
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
現
地
政
府
は
治
安

の
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
望
む
一

方
、「
観
光
は
こ
の
国
最
大
の
産
業
。

文
化
財
の
保
護
・
展
示
・
研
究
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
を
強
化
す
る
こ
と
は
、

観
光
産
業
の
ま
す
ま
す
の
発
展
や
、
雇

用
機
会
の
創
出
、
さ
ら
に
は
エ
ジ
プ
ト

経
済
全
体
の
成
長
に
つ
な
が
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
新
た
な
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
「
大
エ
ジ

プ
ト
博
物
館
」
の
完
成
を
、
世
界
中
の

人
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

カイロ地下鉄４号線の
終着駅の完成予想図

古代文明発祥の地、エジプトで、
新たな観光のシンボルとして期待が高まっている「大エジプト博物館」。
その設立に向けた一大プロジェクトに“オールジャパン”で挑んでいる。

大エジプト博
物館の入口

付近の完成
予想図

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

Egypt
エジプトfrom

今年3月ごろに撮影された大エジプト博物館の
建設現場。遠くにピラミッドが見える

観光大国の歴史に
新たな１ページを

カイロ

物流の専門家から指導を受けながら、重量品をクレーンで吊り上げる訓練を行った

和紙を使った修復技術を学ぶ研修員。約１カ月にわたり京都の工房に通い続けた
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５
７
２
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
面
積

で
東
京
23
区
に
迫
る
広
大
な
森
林
に
、

９
世
紀
ご
ろ
滅
び
た
大
都
市
の
名
残
が

埋
も
れ
て
い
る
。
マ
ヤ
文
明
最
大
の
遺

跡
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
の
「
テ
ィ
カ
ル
国

立
公
園
」
と
し
て
、
１
９
７
９
年
、
初

の
世
界
複
合
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
に

登
録
さ
れ
た
。
グ
ア
テ
マ
ラ
政
府
も
登

録
直
後
か
ら
観
光
地
と
し
て
開
発
を
始

め
、
現
在
で
は
年
間
20
万
人
が
訪
れ
る

同
国
屈
指
の
観
光
地
だ
。

　「
世
界
複
合
遺
産
で
は
、
遺
跡
だ
け

で
な
く
自
然
も
保
護
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
、
金
沢
大
学
人
間
社
会
研

究
域
附
属
国
際
文
化
資
源
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
中
村
誠
一
教
授
は
説
明
す
る
。

「
観
光
客
は
最
寄
り
の
空
港
が
あ
る
フ

ロ
ー
レ
ス
と
い
う
町
か
ら
、
バ
ス
で
1

時
間
程
度
か
け
て
遺
跡
を
見
に
来
ま

す
」

　
フ
ロ
ー
レ
ス
か
ら
テ
ィ
カ
ル
ま
で
は

60
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
。
車
中
か
ら
見
え

る
風
景
を
撮
っ
た
一
枚
の
写
真
を
、
中

村
教
授
が
見
せ
て
く
れ
た
。「
道
路
脇

に
あ
る
こ
の
大
き
な
タ
ン
ク
は
、
現
地

に
住
む
人
た
ち
の
水
が
め
で
す
。
週
に

２
回
、
給
水
車
が
こ
の
タ
ン
ク
に
届
け

る
水
と
、
雨
水
以
外
に
、
こ
の
あ
た
り

に
は
水
を
得
る
手
段
が
な
い
ん
で
す
」

　
テ
ィ
カ
ル
国
立
公
園
の
あ
る
ペ
テ
ン

県
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
で
最
も
貧
し
い
地

域
で
、
多
く
の
住
人
は
細
々
と
自
給
自

足
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
生
活
の
た

め
に
、
公
園
内
で
の
密
漁
や
伐
採
、
盗

掘
な
ど
に
手
を
染
め
る
人
も
い
る
。
住

人
自
ら
が
遺
産
を
傷
つ
け
て
い
る
の

だ
。

荘
厳
な
マ
ヤ
遺
跡
の
傍
ら

水
道
す
ら
な
い
生
活

　
日
本
は
２
０
１
２
年
か
ら
、
テ
ィ
カ

ル
の
観
光
振
興
を
支
援
し
て
き
た
。
12

年
に
建
設
し
た
文
化
財
保
存
・
研
究
セ

ン
タ
ー
は
現
地
調
査
の
拠
点
に
な
る
と

同
時
に
、
観
光
客
向
け
の
展
示
や
講
演

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
13
年
か
ら
は
中

米
３
カ
国
の
観
光
責
任
者
を
対
象
と
し

た
研
修
を
金
沢
大
学
で
行
い
、
テ
ィ
カ

ル
か
ら
も
遺
跡
の
保
存
責
任
者
と
住
民

連
携
の
責
任
者
の
両
方
が
参
加
し
た
。

こ
の
と
き
、
各
国
が
観
光
資
源
の
保
全

と
活
用
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
作
成
。
そ
れ
を
実
行
に
移
す
た
め
の

草
の
根
技
術
協
力
と
し
て
、
金
沢
大
学

が
「
世
界
複
合
遺
産
『
テ
ィ
カ
ル
国
立

公
園
』
の
保
存
と
活
用
を
通
し
た
住
民

の
生
活
向
上
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

手
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
す
の
は
、「
地

元
住
民
が
遺
跡
を
観
光
資
源
と
し
て
活

用
し
、
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
」。
そ
の

取
り
組
み
は
、
地
元
住
民
に
テ
ィ
カ
ル

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
と
き

に
は
当
時
の
文
化
を
引
き
継
ぐ
人
た
ち

は
す
で
に
お
ら
ず
、
現
在
の
住
民
は
別

の
地
方
か
ら
移
住
し
て
き
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
地
元
の
住
民
た
ち
は
テ
ィ
カ

ル
遺
跡
を
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
公
園
に
近
い
三
つ
の
集
落
に
は
４

０
０
０
人
近
く
の
住
民
が
い
る
が
、
公

園
で
働
い
て
い
る
人
は
わ
ず
か
だ
っ

た
。

　
そ
こ
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
ま
ず

観
光
ガ
イ
ド
を
育
成
す
る
こ
と
に
し

た
。
中
村
教
授
は
、「
こ
の
地
域
に
は

野
鳥
や
ジ
ャ
ガ
ー
な
ど
の
野
生
生
物
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
遺
跡
が
あ
る
せ

い
で
自
然
観
光
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て

い
た
の
で
す
」
と
い
う
。
こ
の
隙
間
を

地
域
住
民
が
埋
め
て
い
こ
う
と
い
う
計

画
だ
。
ガ
イ
ド
研
修
の
第
１
期
生
は
約

20
人
。
ほ
ぼ
全
員
が
第
２
期
コ
ー
ス
に

進
ん
だ
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
住
民
に
遺
跡
を
知
っ

世
界
屈
指
の
豊
か
な
自
然

地
元
の
ガ
イ
ド
が
案
内

遠
い
昔
の
誰
か
の
遺
産
を

今
の
自
分
た
ち
の
財
産
に

て
も
ら
う
た
め
に
始
め
た
の
が
、
地
元

の
小
中
学
生
向
け
の
遺
跡
見
学
だ
。

　
三
つ
の
集
落
は
す
べ
て
遺
跡
か
ら
10

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
あ
る
の
だ
が
、

住
民
の
中
に
は
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
を
訪
問

し
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
も
い
る
。
そ

こ
で
、
専
門
家
が
子
ど
も
た
ち
を
連
れ

て
テ
ィ
カ
ル
遺
跡
を
案
内
す
る
体
験
学

習
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。
自
分
の
目
で

遺
跡
を
見
て
知
る
授
業
は
子
ど
も
た
ち

に
大
好
評
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
興
味

を
持
ち
、「
遺
跡
に
関
す
る
仕
事
を
し

た
い
」
と
答
え
る
よ
う
に
な
っ
た
子
ど

も
も
い
る
。
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が

増
え
れ
ば
、
遺
跡
を
自
分
た
ち
の
財
産

と
し
て
活
用
す
る
考
え
が
浸
透
す
る

と
、
中
村
教
授
は
考
え
て
い
る
。

　
一
連
の
活
動
の
延
長
に
、
遺
跡
の
発

掘
・
修
復
へ
の
住
民
参
加
が
あ
る
。
地

元
の
人
た
ち
、
特
に
手
先
の
繊
細
な
女

性
を
中
心
に
発
掘
技
術
を
身
に
つ
け
、

発
掘
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
の
だ
。
中
村

教
授
は
、「
こ
の
地
域
に
は
数
多
く
の

遺
跡
が
あ
り
、
調
査
が
必
要
な
だ
け
で

な
く
、
政
府
も
観
光
地
と
し
て
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
も
な
く
始

ま
る
研
修
を
通
し
て
、
地
域
住
民
が
発

掘
・
修
復
技
術
者
と
し
て
現
場
を
支
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
新
た
な
住
民

の
天
職
が
生
ま
れ
る
と
同
時
に
、
地
域

の
観
光
開
発
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と

メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

　
こ
の
地
を
訪
れ
た
ら
、
古
代
の
歴
史

を
語
る
遺
跡
だ
け
で
な
く
、
自
然
や
地

元
の
生
活
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

Guatemala
グアテマラfrom

17
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
と
き
に
は
、

す
で
に
住
民
が
い
な
か
っ
た
マ
ヤ
文
明
最
大
の
遺
跡
テ
ィ
カ
ル
。

そ
の
周
囲
に
は
鳥
を
は
じ
め
と
し
た
多
彩
な
動
植
物
が
集
ま
る
豊
か
な
自
然
が
あ
る
。

歴
史
と
自
然
の
恵
み
を
地
元
と
共
有
す
る
試
み
に
、
金
沢
大
学
が
挑
む
。

世
界
初
の
複
合
遺
産

地
元
と
と
も
に
次
世
代
へ

密林の中に数々の建造物が散らばる。雄大な自然と人の歴史が共存しているのが「世界複合遺産」の特徴だ

民芸品製作講習を通して、観光客
をひきつけるための創意工夫も行
われている

この地域には水道がない。給水車が
運んできた水をタンクに貯めて使う

遺跡の価値を知る野外研修。地元の子どもたちにとっても、新鮮な発見がたくさんある 「この地の自然を案内する新たなガイドになりたい」と、地元住民のモチベーションも高い

グアテマラ
シティー

文化財保存・研究センターは講演などにも使われる。この日は地元の子どもた
ちの研修授業が開かれていた

ティカル
国立公園

11　                   June 2015 June 2015                       10



　
　
　
　
　
　
　

　
１
番
は
フ
ラ
ン
ス
、２
番
が
ド
イ
ツ
、

３
番
目
は
ア
メ
リ
カ
。
こ
れ
は
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
中
部
の
バ
ガ
ン
を
訪
れ
る
外
国

人
観
光
客
（
２
０
１
３
年
）
の
上
位
３

カ
国
だ
。ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
全
体
で
は
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が
約
７
割
を
占

め
て
い
る
の
に
対
し
、
バ
ガ
ン
は
欧
米

諸
国
の
人
た
ち
か
ら
特
に
高
い
人
気
を

集
め
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
無
数
に

点
在
す
る
パ
ゴ
ダ
や
寺
院
な
ど
の
仏
教

遺
跡
。
欧
米
人
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
大

課
題
が
山
積
す
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
教
の
聖
地

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
人
気
の
高
さ

と
は
裏
腹
に
、
バ
ガ
ン
に
は
ま
だ
ま
だ

観
光
面
で
の
課
題
が
多
い
。
ま
ず
は
、

受
け
入
れ
体
制
の
問
題
だ
。
ホ
テ
ル
観

光
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
０
９
年

に
約
５
万
人
だ
っ
た
外
国
人
観
光
客

は
、
民
政
移
管
後
に
急
激
に
増
加
し
、

２
０
１
３
年
に
は
約
20
万
人
に
達
し

た
。
今
後
も
さ
ら
な
る
増
加
が
予
想
さ

れ
る
が
、ツ
ア
ー
や
観
光
商
品
の
開
発
、

観
光
案
内
所
の
整
備
、人
材
育
成
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
で
の
対
策
が
追
い
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。そ
こ
で
去
年
、

バ
ガ
ン
の
観
光
開
発

に
日
本
が
協
力
し
て

取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た
。

　「
日
本
は
こ
れ
ま
で

に
も
数
多
く
の
遺
跡
観

光
地
で
支
援
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
せ
る
こ

と
こ
そ
が
、
私
た
ち
が

協
力
す
る
強
み
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」。
こ
う

語
る
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
総
括
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
、
株
式
会
社

コ
ー
エ
イ
総
合
研
究
所

の
木
村
剛
さ
ん
。
ス
リ

ラ
ン
カ
の
シ
ー
ギ
リ
ヤ

ロ
ッ
ク
、
ベ
ト
ナ
ム
の

ハ
ロ
ン
湾
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
観
光
地
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
、
観
光
分
野
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
だ
。
今
回
の
最
大
の

目
標
は
、
２
０
１
７
年
ま
で
の
３
年
間

で
、「
バ
ガ
ン
観
光
開
発
計
画
」
を
策

定
す
る
こ
と
。
そ
こ
で
、「
観
光
管
理
・

体
制
」「
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
観
光

人
材
育
成
」
を
三
つ
の
柱
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
試
験
的
に
取
り
組
む
活
動
の
計

画
を
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

　
ま
ず
は
現
地
の
行
政
担
当
者
や
、
観

光
業
界
で
働
く
人
た
ち
を
集
め
た
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
彼
ら
が
主

体
と
な
っ
て
話
し
合
い
を
進
め
て
い

る
。「
常
に
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と

を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
い
う
木
村
さ

ん
。
集
客
、
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
、

交
通
や
治
安
の
改
善
な
ど
、
多
様
な
視

点
か
ら
考
察
す
る
よ
う
に
導
い
た
こ
と

で
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

を
生
か
し
た
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
、
計
画
が
進

ん
で
い
る
の
が
、
周
辺
の
村
と
連
携
し

た
ツ
ア
ー
の
企
画
だ
。「
観
光
客
の
お

目
当
て
は
遺
跡
な
の
で
、
基
本
的
に
滞

在
日
数
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
漆
器
や

織
物
と
い
っ
た
伝
統
工
芸
品
を
作
っ

て
い
る
村
な
ど
に
も
足
を
伸
ば
し
て

も
ら
い
、
地
域
住
民
に
も
経
済
効
果

を
波
及
さ
せ
る
狙
い
が
あ
り
ま
す
」。

他
に
も
、
土
着
信
仰
で
あ
る
ナ
ッ
神

の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ポ
ッ
パ
山

を
訪
れ
る
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
も
検
討

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
は
、
旅
行
大
手
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
か
ら
も
専
門
家
が
参
加
し
て
い

る
。
ツ
ア
ー
や
商
品
開
発
に
加
え
、
ホ

テ
ル
ス
タ
ッ
フ
や
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成

に
も
、
業
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
観
光
開
発
と
の
両
立
が
常

に
問
題
と
な
る
の
が
、
遺
跡
の
保
全

だ
。
環
境
社
会
配
慮
を
担
当
す
る
米

川
真
美
さ
ん
は
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
制
度
が

未
整
備
な
の
で
、
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
な
ど
を
基
に
、
現
地
の
行
政
機

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
超
え
た

〝
観
光
開
発
〞
を

関
と
一
緒
に
配
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。
規
制
が

な
い
た
め
、
現
地
に
は
観
光
客
が
登
る

こ
と
が
で
き
る
寺
院
も
存
在
し
、
遺
跡

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
と
い
っ
た
環
境
面
で

の
問
題
も
深
刻
だ
。

　
ま
た
バ
ガ
ン
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア

ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
と
共
に
、
世
界
三

大
仏
教
遺
跡
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

る
が
、
意
外
に
も
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺

産
に
は
登
録
さ
れ
て
い
な
い
。
国
は
将

来
的
な
登
録
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て

い
て
、
そ
の
取
り
組
み
に
も
配
慮
が
必

要
と
な
る
。
遺
跡
を
活
用
し
た
観
光
開

発
に
積
極
的
な
ホ
テ
ル
観
光
省
、
遺
跡

の
保
全
を
第
一
に
考
え
る
文
化
省
、
さ

ら
に
民
間
セ
ク
タ
ー
や
地
域
住
民
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
意
見
を

す
り
合
わ
せ
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

て
い
る
と
い
う
木
村
さ
ん
。「
そ
れ
ぞ

れ
の
主
張
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、

現
地
の
人
た
ち
の
力
で
持
続
で
き
る
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
に
自

問
自
答
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
話
す
。

　
活
動
計
画
は
、
今
年
６
月
か
ら
徐
々

に
実
践
に
移
し
て
い
く
予
定
だ
。
バ
ガ

ン
で
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
に
、
国
内

の
他
の
地
域
に
適
用
さ
せ
て
い
く
こ
と

も
目
指
し
て
い
る
。
名
実
と
も
に
、
バ

ガ
ン
が
世
界
の
観
光
地
と
し
て
発
展
し

て
い
く
た
め
に
、
国
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

漆器が有名な西プワーソー村と、機織
りの実演が行われているミンナントゥ
村。どちらも遺跡エリアから近く、観光
客の取り込みに力を注いでいる

［右］さまざまな標識や看板が混在しているため、
統一した案内板の導入が計画されている
［左］遺跡のすぐそばにもゴミが不法投棄されてい
て、地域住民や観光客への啓発活動が必要だ

観光客増加を
チャンスにつなげる！
ミャンマーが誇る世界三大仏教遺跡の一つ、バガン。
観光地としてのさらなる発展を目指し、
今、あるプロジェクトが進められている。
成功への鍵を握るのは“官民連携”、
そして“遺跡保全との両立”だ。

Myanmar
ミャンマー 広大な平原に大小さまざまな仏教遺跡が立ち並ぶバガン

活動計画について話し合うワーキンググループのメンバー。今後は日本での研修も行われる予定だ

夕焼けに染
まる遺跡群

の姿は神秘
的だ

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

ネピドー

from

バガン
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西
暦
１
０
０
年
に
ソ
ロ
モ
ン
王
と
シ

バ
の
女
王
の
末
裔
が
王
国
を
打
ち
立
て

た
と
い
う
エ
チ
オ
ピ
ア
。
ア
フ
リ
カ
第

富
士
山
よ
り
高
い
場
所
で

畑
を
耕
す
人
々

だ
。
そ
の
中
で
、同
国
最
高
峰
の
ラ
ス
・

デ
シ
ェ
ン
山
を
頂
く
の
が
、
シ
ミ
エ
ン

国
立
公
園
だ
。

　
同
公
園
内
に
は
、
富
士
山
を
超
え
る

標
高
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が

そ
び
え
る
。
人
の
手
の
及
ば
な
い
世
界

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
こ
う
し
た
山
地
で
独
自
の
文
化
を

守
り
な
が
ら
暮
ら
す
人
た
ち
が
い
る
。

　
シ
ミ
エ
ン
国
立
公
園
は
、
１
９
７
８

年
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
第
１
号
と
し

て
登
録
さ
れ
た
自
然
遺
産
の
一
つ
だ
。

当
時
か
ら
、
公
園
内
に
は
多
く
の
人
々

が
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
の
人
口
増

加
で
開
墾
が
進
み
、
自
然
が
少
し
ず
つ

傷
つ
い
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
と
し
て
、
シ
ミ
エ

ン
は
96
年
に
「
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。

　
政
府
は
住
民
の
公
園
外
へ
の
移
住
政

策
を
進
め
て
い
る
が
、
住
民
の
合
意
形

成
や
実
際
の
移
住
に
は
莫
大
な
資
金
と

時
間
が
か
か
る
。
そ
こ
で
、
日
本
は
こ

の
地
域
に
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
概
念

を
導
入
し
、
観
光
を
通
じ
て
自
然
や
住

民
の
文
化
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
支

援
し
て
い
る
。

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
、
地
域
を

「
屋
根
の
な
い
博
物
館
」
に
見
立
て
、

住
民
主
体
の
活
動
に
よ
っ
て
そ
の
地
域

の
自
然
や
文
化
、
生
活
様
式
と
い
っ
た

資
源
を
保
存
し
、
展
示
・
活
用
す
る
考

え
方
だ
。
地
元
住
民
が
自
然
や
文
化
の

価
値
を
知
り
、
そ
れ
を
自
ら
観
光
客
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
観
光
客
に

は
魅
力
的
な
ツ
ア
ー
が
生
ま
れ
、
住
民

は
放
牧
や
農
業
に
代
わ
る
生
活
の
糧
を

手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
は
い
え
、
住
民
た
ち
に
と

っ
て
、
見
知
ら
ぬ
外
国
人
観
光

客
を
自
ら
の
村
や
家
に
受
け
入

れ
、
自
分
た
ち
の
流
儀
で
も
て

な
す
の
は
簡
単
で
は
な
い
。
ビ

レ
ッ
ジ
・
ツ
ア
ー
が
で
き
上
が

る
ま
で
に
は
、
住
民
や
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
を
交
え
た
試
行
錯

誤
が
必
要
だ
っ
た
。

　
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研

究
セ
ン
タ
ー
の
西
山
徳
明
教
授

を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
チ
ー

ム
は
、
山
口
県
萩
市
な
ど
で
取

り
組
ん
で
い
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

「
シ
ミ
エ
ン
で
し
か
提
供
で
き
な

い
も
の
」
を
探
し
た
と
い
う
。
専
門
家

自
ら
現
地
の
村
に
通
い
、
村
の
暮
ら
し

を
体
験
し
な
が
ら
、
お
よ
そ
2
年
を
か

け
て
、
大
麦
で
作
る
イ
ン
ジ
ェ
ラ
や
地

ビ
ー
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
住
民
と
共
に

村
の
中
を
巡
る
と
い
う
形
に
た
ど
り
つ

い
た
。

　
ツ
ア
ー
の
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
住

民
が
受
け
身
で
観
光
客
を
も
て
な
す

「
作
業
」
に
終
始
し
な
い
よ
う
、
時
に

は
住
民
か
ら
観
光
客
に
質
問
を
す
る
な

ど
、
住
民
も
ツ
ア
ー
を
盛
り
上
げ
る
工

夫
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
は
洋

服
を
着
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
器
で
コ

ー
ヒ
ー
を
出
し
て
い
た
人
た
ち
も
、「
観

光
客
を
喜
ば
せ
た
い
」
と
徐
々
に
伝
統

衣
装
を
着
て
昔
な
が
ら
の
陶
器
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
で
ツ
ア
ー

を
運
営
し
て
い
る
自
覚
を
持
つ
た
め

に
、
会
計
管
理
な
ど
も
住
民
が
行
っ
て

い
る
。

　
も
う
一
つ
、
工
夫
し
た
の
が
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
の
石
黒
侑

介
特
任
准
教
授
は
「
良
い
も
の
で
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
に
確
実
に

売
れ
る
も
の
を
開
発
す
る
こ
と
が
重

要
」
と
話
す
。
そ
の
た
め
、
入
園
者
の

基
礎
デ
ー
タ
の
収
集
や
分
析
を
行
い
、

観
光
客
に
需
要
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

種
類
や
所
要
時
間
な
ど
を
把
握
し
て
、

ツ
ア
ー
開
発
に
生
か
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
が

主
流
だ
っ
た
日
本
と
は
異
な
り
、
自
ら

２
位
の
人
口
を
持
つ
こ
の
国
で
は
、
80

を
超
え
る
民
族
が
共
存
し
、
多
彩
な
文

化
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
同
国
の
北
部

に
は
、
ア
フ
リ
カ
全
体
を
南
北
に
分
断

す
る
大
地
溝
帯
の
山
々
が
連
な
り
、
壮

大
な
景
観
と
多
彩
な
動
植
物
が
魅
力

現
地
に
生
き
る
人
々
の
生
活
を

観
光
資
源
に

住
民
自
ら
が
観
光
に

携
わ
る
仕
組
み
づ
く
り

旅
程
を
組
み
立
て
る
こ
と
も
楽
し
み
の

一
つ
と
考
え
る
欧
米
の
観
光
客
の
旅
行

ス
タ
イ
ル
を
踏
ま
え
た
P
R
も
展
開
。

欧
米
の
個
人
観
光
客
が
エ
チ
オ
ピ
ア
国

内
の
旅
程
を
決
め
る
時
点
で
ツ
ア
ー
に

関
す
る
情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
や
配
布
場

所
、
F
a
c
e
b
o
o
k
で
の
情
報
発
信

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
戦
略
的
に
決
め

た
と
い
う
。

　「
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
日
本
は
〝
地
域
目
線
の

観
光
〞
に
か
け
て
は
世
界
を
リ

ー
ド
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
途
上
国
の
観
光
開
発
に

つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

石
黒
准
教
授
は
強
調
す
る
。
そ

う
し
た
分
野
の
人
材
育
成
も
、

専
門
家
チ
ー
ム
、
ひ
い
て
は
日

本
全
体
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

地ビール「テラ」づくりを体験するツアー参加者。地元住民との交流の場が
生まれた

国立公園を訪れる観光客のデータが
プロモーションに生かされている

ビレッジ・ツアーのパンフレット（左）と
エチオピア航空の機内誌でのプロジ
ェクト特集記事（右）。ツアーへの注
目が高まり、商品に組み込む旅行会
社も出てきている

シミエンの
雄大な景色

を足元に眺
める

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

Ethiopia
エチオピアfrom

1
9
7
8
年
、
世
界
最
初
の
世
界
遺
産
の
一
つ
と
し
て
登
録
さ
れ
た
、エ

チ
オ
ピ
ア
の
シ
ミ
エ
ン
国
立
公
園
。
し
か
し
、
公
園
内
や
周
辺
に
暮
ら
す

人
々
の
放
牧
な
ど
が
原
因
で
豊
か
な
自
然
環
境
が
大
き
く
破
壊
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
96
年
、
公
園
は
「
危
機
遺
産
リ
ス
ト
」
に
登
録
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。放
牧
に
代
わ
る
新
た
な
産
業
を
生
み
出
す
た
め
、
地
域
の
人
々
の

暮
ら
し
を
観
光
資
源
に
変
え
る
―
―
そ
ん
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

悠
久
の
山
々
に
刻
ま
れ
た

生
活
を
楽
し
む

エチオピアの主食「インジェラ」を
焼くシミエンの女性

現地のコーヒーを、現地の住居で楽しめる体験型のツアーが魅力だ

決
め

アディス・アベバ
ま
つ
え
い

（撮影：ともに Antonio Fiorente、©Discover Simien）
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旅することは、新しい何かを体験すること。
世界各地、その場所ならではの体験は多種多様。
ぜひ、いろんな場所を訪れて、
あなただけの〝ここにしかない〟体験を見つけてほしい。

ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園
ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園参加型管理による保全と持続的利用プロジェクト

カザンラク地域振興計画プロジェクト

特集 観光・世界遺産
歴史とともに生きていく

　ディヴィアカ・カラヴァスタ国立公園は、アドリア海に面し、森林や砂丘など
多彩な地形に恵まれている。その一方で、短い観光シーズンと違法な野鳥狩
りが課題だ。そこで、同国が注目しているのが、バードウォッチングだ。
　カラヴァスタ湖は水鳥の生息する湿地を守る「ラムサール条約」に従って
国際登録されており、特にダルマチアペリカンの営巣地としては国内随一の
観察ポイントだ。この魅力を生かした自然にやさしい国立公園のモデルとして、
国を挙げて整備が進められている。
　日本は絵画コンクールやワークショップの開催、バードウォッチングの導入な
どを通じて、持続可能なエコツーリズム開発を支援している。

カザンラク地方のバラ園

　東欧の国ブルガリアの名産品の一つがバラだ。「バラの谷」で知られる中
央部のカザンラク地方は、世界でも有数の香水用ローズオイルの産地。５月
から６月にかけての最盛期にはバラ祭りが開催され、蒸留されるバラの花の香
りが辺りに満ち溢れる。また、カザンラク市近郊にある「トラキア人の墳墓」は、
紀元前４世紀のヘレニズム文化を残す貴重な世界遺産だ。
　この地域での観光を通した地域振興や住民参加は、地方格差の大きいブ
ルガリアの経済状態を改善する方法の一つとして注目されている。

シーギリア・ロックと古都の遺跡
シーギリヤにおける地域主導型観光振興プロジェクト

　スリランカ中部にある高さ200ｍ近い岩山。「シーギリア・ロック」と呼ばれる
この岩の上には、復讐を恐れた王が築いた古い都が残されている。５世紀末
に建てられたシーギリアの宮殿遺跡は、スリランカでも有数の人気観光スポッ
トだ。宮殿へと上る階段の途中では、美女の描かれたフレスコ画「シーギリア・
レディ」を見ることができる。
　日本は観光強化に向けて、新博物館の整備や観光振興計画の策定と普及
に貢献。地域全体の観光振興を支援した。

ディ
ディヴ

　ディヴ
多彩な
りが課題
　カラヴ
国際登
観察ポ
国を挙
　日本
どを通じ

カザンラク地域振

カザンラ

　東欧の国ブル
央部のカザンラク
から６月にかけての
りが辺りに満ち溢
紀元前４世紀のヘ
　この地域での観
ルガリアの経済状

ジェクト

方のバラ園

産品の一つがバラだ。「バラの谷」で知られる中

る
末
ッ
ア・

及

スリランカ

写真：久野真一

ブルガリア

ここにしかない

観察する

登る

香る

バオバブ・オイル
一村一品グループ支援に向けた一村一品運動実施能力強化プロジェクト

観光関連機関間のリンケージ強化を通じたデスティネーションマーケテイング・プロ
モーション能力強化プロジェクト

　マラウイの「一村一品運動（OVOP）」は、日本の大分県の活動にヒントを
得て、2002年に始まった。2005年からはJICAの支援が始まり、今では首都
リロングウェにアンテナショップを構えるほか、国内での一村一品フェアの開
催やトレードフェア、フリーマーケットなど地域イベントにも出展している。 
　小さな村から生まれる個性的な産品の中で、最近、注目を浴び始めている
のが、バオバブ・オイルだ。生命の木とも呼ばれるバオバブの木。その種子から
取れるオイルはビタミンEを豊富に含み、アンチエイジング効果が高いとされる
ことから、食用はもちろんスキンケアやヘアケアなどの美容面でも期待されて
いる。

ティンビラ（木琴）祭り

　ティンビラはモザンビークの伝統楽器。木とひょうたんでできた木琴だ。海沿
いのイニャンバネ州で最大の祭り「ティンビラ祭り」では、この楽器で伝統音
楽を夜通し演奏する。伝統舞踊も披露される、一大イベントだ。ティンビラの歌
には社会問題が織り込まれることもあり、世代を超えて受け継がれた歌は歴史
書の役割も果たしている。
　モザンビークは歴史的建造物やビーチリゾート、サファリ、彫刻や踊りなど、
観光客をひきつける魅力に事欠かない。それらを地域経済や雇用につなげる
ための協力が進められている。

森が育てたコーヒー

　メキシコの南端にあるチアパス州では、先住民が森の木々を生かした小さな畑でコ
ーヒーを作っている。メキシコのコーヒー生産の約40％を占める同州は、世界でも有数
の有機コーヒー産地として知られている。その一方で、学校やインフラがなく、同国でも
特に貧しかったこの地域のコーヒーは、長年、流通業者に安く買い叩かれてきた。そこ
で日本が協力して取り組みを進めたのは、同地の高品質有機コーヒーのブランド化だ。
　現在は、マヤの森で育まれたコーヒーの栽培から生豆の販売、焙煎豆の販売、そし
て直営カフェテリアでのコーヒー提供に至るまでを、現地の先住民族農家グループが
手がけている。

バ
一村

　マ
得て
リロン
催や
　小
のが
取れ
ことか
いる。

手がけている。

食べる

聴く

体験を

モザンビーク

アルバニアマラウイ

メキシコ

！

メキシコ国チアパス州先住民関連３団体に対するコーヒーの加工・焙煎およびコーヒー
ショップの開店・経営に関する技術協力事業

飲む



　
人
里
離
れ
た
静
か
な
渓
谷
に
あ
る
、
ブ
ー

タ
ン
王
国
の
ポ
プ
ジ
カ
村
。
毎
年
冬
に
な
る

と
、
黒
い
尾
羽
を
持
っ
た
鳥
の
群
れ
が
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
山
脈
を
越
え
て
飛
来
す
る
。
絶
滅
危

惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
グ
ロ
ヅ
ル
だ
。

こ
の
村
で
は
、
オ
グ
ロ
ヅ
ル
を
は
じ
め
と
す

る
野
生
生
物
や
自
然
、
地
域
の
文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及

に
住
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
そ
の
背
景
に
は
長
年
こ
の
国
が
抱
え
て

き
た
あ
る
問
題
が
あ
っ
た
。

　
ブ
ー
タ
ン
で
は
文
化
・
自
然
保
護
の
観
点

か
ら
、
観
光
客
は
必
ず
旅
行
会
社
を
通
じ
て

観
光
ビ
ザ
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
宿
泊
代
、
交
通
費
、
ガ
イ
ド
代
な

ど
を
含
む
旅
行
代
金
が
事
前
に
徴
収
さ
れ
、

一
部
は
政
府
に
税
金
と
し
て
納
め
ら
れ
る
。

「
こ
の
仕
組
み
で
は
、
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル

は
一
定
の
収
入
が
期
待
で
き
る
が
、
そ
れ
以

外
の
人
は
収
入
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま

た
、
祭
り
や
寺
院
を
回
る
と
い
う
決
ま
り
き

っ
た
コ
ー
ス
が
多
く
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
少
な

い
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
」。
こ

う
指
摘
す
る
の
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
環

境
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
）
の
田
儀

耕
司
さ
ん
だ
。

　
1
9
9
2
年
に
設
立
し
た
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
は
、

自
然
体
験
を
通
じ
た
環
境
教
育
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
環
境
分
野
に
お

け
る
国
際
協
力
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

る
。
５
年
前
に
日
本
で
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

研
修
を
開
催
し
た
際
、
田
儀
さ
ん
は
、
ブ
ー

タ
ン
王
立
自
然
保
護
協
会
の
ツ
ェ
リ
ン
・
チ

ョ
キ
さ
ん
と
出
会
っ
た
。「
チ
ョ
キ
さ
ん
か

ら
国
が
抱
え
る
課
題
や
、
住
民
主
体
の
観
光

開
発
を
行
う
こ
と
で
オ
グ
ロ
ヅ
ル
の
生
息
環

境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
聞

き
、
共
感
し
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
を
目
指
す
私
た
ち
の
理
念
と
一
致
し
て

い
た
の
で
す
」。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

ポ
プ
ジ
カ
村
で
地
域
に
密
着
し
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
確
立
を
目
指
す
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根

技
術
協
力
事
業
に
、Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
が
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
ブ
ー
タ
ン
で
は
地
域
住

民
が
主
役
の
観
光
は
ほ
ぼ
皆
無
。
そ
こ
で
ま

ず
は
、
政
府
・
民
間
・
自
治
体
の
関
係
者

か
ら
な
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
対
し
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
村
の
自

慢
や
名
物
に
つ
い
て
住
民
か
ら
聞
き
取
り

を
行
っ
た
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
で
実

際
に
行
わ
れ
て
い
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
視
察

し
た
り
し
た
。「
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
に

す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
生
活
や
伝
統

を
観
光
客
と
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
理
解
が
次
第
に
深
ま
り
ま
し
た
」
と

田
儀
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
後
い
よ
い
よ
、
村
独
自
の
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
確
立
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。
住
民
を
対
象
に
し
た
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
研
修
で
は
、
国
王
の
結
婚
式
で
食
事

を
提
供
し
た
経
験
も
あ
る
王
立
接
客
業
研

究
所
の
職
員
を
講
師
に
招
き
、
料
理
に
加

え
、
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
や
室
内
の
清
掃

な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。
地

元
ガ
イ
ド
の
育
成
研
修
で
は
日
本
人
の
専

門
家
が
指
導
を
行
い
、
９
人
の
ガ
イ
ド
が

村
に
誕
生
し
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
や

マ
ツ
を
使
っ
た
置
物
や
、
羊
毛
を
使
っ
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
村
に
あ
る
素
材
を

生
か
し
た
土
産
品
の
開
発
も
行
わ
れ
た
。Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｆ
が
協
力
す
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ

た
チ
ョ
キ
さ
ん
も
、
海
外
の
文
献
を
調
べ

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
連
絡
を
取
っ

て
情
報
を
集
め
た
り
と
、
住
民
た
ち
の
活

動
を
後
押
し
し
た
。

　「
進
ん
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ
た
り
、
家
の

掃
除
を
す
る
家
庭
が
増
え
た
り
と
、
多
く

の
住
民
が
地
域
の
自
然
や
文
化
の
豊
か
さ

地
域
の
魅
力
が
詰
ま
っ
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

観
光
開
発
に
生
か
さ
れ
る

環
境
教
育
の
考
え

を
見
直
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
、

田
儀
さ
ん
は
村
に

生
ま
れ
た
変
化
を

実
感
し
て
い
る
。

そ
ん
な
田
儀
さ
ん

自
身
は
、
政
府
機

関
と
の
調
整
や
進

捗
管
理
な
ど
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
陰

か
ら
支
え
て
き
た

ほ
か
、
も
う
一
つ

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。「
せ
っ
か
く

住
民
が
が
ん
ば
っ
て
も
、
実
際
に
観
光
客
が

来
な
け
れ
ば
成
果
が
表
れ
た
と
は
言
え
な

い
の
で
、
早
い
段
階
か
ら
日
本
の
旅
行
会
社

な
ど
へ
の
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
」。

こ
れ
が
功
を
奏
し
、
ま
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

終
了
し
な
い
う
ち
か
ら
、
年
間
約
3
0
0
人

の
観
光
客
を
村
に
呼
び
込
む
こ
と
に
成
功

し
た
。

　
さ
ら
に
今
年
１
月
か
ら
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
場
所
を
ポ
プ
ジ
カ
村
か
ら
西
部
の
ハ
県

に
移
し
た
。「
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
持
続

的
に
観
光
開
発
を
行
っ
て
い
け
る
体
制
を
、

よ
り
い
っ
そ
う
確
立
さ
せ
た
い
。
そ
し
て
将

来
的
に
は
、各
地
域
の
個
性
を
打
ち
出
し
て
、

〝
こ
こ
の
名
物
を
食
べ
た
い
〞、〝
こ
の
地
域

の
生
活
を
体
験
し
た
い
〞
と
い
う
よ
う
な
観

光
の
選
択
肢
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
田
儀
さ
ん
は
意
気
込
む
。人
、自
然
、

社
会
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
と
い
う
Ｊ

Ｅ
Ｅ
Ｆ
の
心
が
、ブ
ー
タ
ン
王
国
の
観
光
に
、

新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
る
。

シャクナゲの枝を使ったネームタグの土産品も完成した

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

目指すは、住民が主役の観光
“幸せの国”として知られるブータン王国。

しかし、観光の面では課題が多く、まだまだ発展途上だ。
この国の観光に新たな魅力を生み出そうと、

日本のＮＧＯが挑戦を続けている。
美しい山々に囲まれ
たポプジカ村。湿原
には越冬のためにオ
グロヅルが飛来する

村の自慢や名物をまとめたマップ
について説明するチョキさん

日本環境教育フォーラム
公益社団法人 （ＪＥＥＦ）

ブータン

ポプジカ

ガイドの育成研修では、ガイドとしての心構えや観光客
の安全管理などについて、実習を交えて学んだ

ホームステイ研修には20人の住民が参加し、観光客に提供する
料理を学んだ

た
　
ぎ

こ
う
じ
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と
な
り
ま
す
」。
そ
の
言
葉
に
は
、
地
域
の
よ
り
良
い
未
来
を
願

う
切
実
な
思
い
と
、
こ
れ
ま
で
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
跡
が
刻

ま
れ
て
い
た
。

　
ビ
チ
レ
ブ
島
に
あ
る
フ
ィ
ジ
ー
地
方
自
治
省
、
シ
ン
ガ
ト
カ

町
役
場
の
保
健
建
築
課
に
赴
任
し
た
高
野
さ
ん
を
待
っ
て
い
た

の
は
、
深
刻
な
現
状
だ
っ
た
。
町
役
場
が
管
理
す
る
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
は
、
火
災
や
悪
臭
、
ゴ
ミ
の
飛
散
が
日
常
化
し
、

住
民
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
前
任
の
隊
員
が
進
め
て

き
た
ゴ
ミ
の
削
減
や
分
別
の
学
校
教
育
も
ま
さ
か
の
休
止
状
態
。

「
地
域
の
人
々
と
、
現
状
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
共

通
認
識
を
築
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
」
と
高
野
さ
ん
は
振
り

返
る
。

　
シ
ン
ガ
ト
カ
で
は
、
運
搬
し
た
ゴ
ミ
を
た
だ
積
み
上
げ
る
だ

け
の
「
オ
ー
プ
ン
ダ
ン
ピ
ン
グ
」
方
式
で
捨
て
て
い
る
。
フ
ェ

ン
ス
も
汚
水
へ
の
処
置
も
な
い
た
め
、
安
全
・
衛
生
面
と
も
に

ひ
ど
い
状
況
だ
。
し
か
し
、
町
役
場
に
は
十
分
な
予
算
も
技
術

も
な
く
、
場
当
た
り
的
な
対
応
し
か
で
き
ず
に
い
た
。「
政
府
機

関
や
学
校
、
N
G
O
な
ど
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
利
害
関
係
者
を

巻
き
込
み
、
役
場
の
負
担
を
小
さ
く
す
る
こ
と
で
持
続
的
に
問

題
の
改
善
を
図
り
た
い
」。
そ
う
考
え
て
い
た
高
野
さ
ん
の
胸
に

は
、
地
域
の
有
志
で
「
環
境
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
ゴ
ミ
問

題
に
自
主
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
と
い
う
独
自
の
ア
イ
デ
ア

が
あ
っ
た
。「
ゴ
ミ
問
題
の
解
決
を
通
し
て
、
郷
土
愛
を
深
め
て

ほ
し
い
」。
そ
ん
な
思
い
で
協
力
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
有
名

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を
は
じ
め
、
近
隣
の
自
治
体
、
日
本
や
台
湾

の
N
G
O
も
加
わ
り
、
着
任
の
翌
年
に
は
委
員
会
の
構
想
が
実

現
し
た
。
こ
う
し
て
、
学
校
で
環
境
教
育
を
行
う
「
ク
リ
ー
ン
・

ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
、
ホ
テ
ル
で
の
ゴ
ミ
の
削
減
・
分

別
な
ど
の
休
止
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
に
よ
る
地
域

フ
ィ
ジ
ー
で
目
の
当
た
り
に
し
た

ゴ
ミ
問
題
の
現
実

独
自
の
ア
イ
デ
ア
で

環
境
委
員
会
を
設
立

の
た
め
の
活
動
と
し
て
新
た
に
動
き
出
し
た
。

　「
ク
リ
ー
ン
・
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
地
元
の
教
員

の
意
見
を
取
り
入
れ
、小
学
校
10
校
で
、ゴ
ミ
の
分
別
の
推
進
や
、

ポ
イ
捨
て
禁
止
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
行
う
「
環
境
児
童
オ
フ
ィ

サ
ー
」
を
任
命
す
る
制
度
を
導
入
。「
今
で
は
、
独
自
に
ク
ラ
ス

対
抗
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
学
校
も
出
て
き
ま
し
た
。
あ
る

校
長
先
生
か
ら
、『
今
後
も
自
主
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続
け
て
い

き
た
い
』
と
言
わ
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
高

野
さ
ん
は
語
る
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
で
は
、
ゴ
ミ
の
削
減
や
分
別

を
推
進
し
た
と
こ
ろ
、
ホ
テ
ル
側
が
自
費
で
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を

購
入
し
た
り
、
ゴ
ミ
を
分
別
す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
す
る
ま
で
に
意
識
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
の

結
果
、
ゴ
ミ
の
廃
棄
量
は
現
在
、
確
実
に
減
り
つ
つ
あ
る
。
同

時
に
、
J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
と
最
終
処
分
場
の

改
修
工
事
に
も
取
り
組
ん
だ
高
野
さ
ん
。
衛
生
面
の
問
題
は
大

き
く
改
善
し
、火
災
も
激
減
。住
民
か
ら
の
苦
情
は
な
く
な
っ
た
。

　
地
元
の
人
々
と
の
協
力
に
つ
い
て
、
高
野
さ
ん
は
「
時
間
の

感
覚
の
違
い
や
突
然
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
珍
し
く
な
く
、
赴
任
当

初
は
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」と
打
ち
明
け
る
。そ
れ
で
も
、

「
活
動
を
通
し
て
関
係
者
と
の
距
離
が
縮
ま
っ
た
」
と
話
す
背
景

に
は
、
訪
問
し
た
学
校
に
は
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
レ
ポ

ー
ト
を
共
有
し
、
お
礼
状
も
忘
れ
な
い
、
と
い
っ
た
高
野
さ
ん

な
ら
で
は
の
細
や
か
な
心
配
り
が
あ
っ
た
。

　
今
後
、
シ
ン
ガ
ト
カ
は
協
力
隊
の
助
け
な
し
に
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
活
動
の
簡
略
化
に
加
え
、

高
野
さ
ん
は
「
知
る
」
こ
と
が
大
事
だ
と
話
す
。「
知
る
こ
と
は
、

行
動
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
多
く

の
人
に
現
場
を
見
て
も
ら
い
、
次
な
る
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と

を
願
っ
て
現
状
を
知
ら
せ
る
こ
と
な
の
で
す
」。
そ
の
言
葉
ど
お

り
、高
野
さ
ん
は
、地
域
の
情
報
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

情
報
発
信
に
も
努
め
て
い
る
。高
野
さ
ん
の
地
道
な
努
力
が
、今
、

シ
ン
ガ
ト
カ
の
町
で
「
行
動
」
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　「
人
種
や
国
を
問
わ
ず
、
異
な
る
考
え
を
持
つ
人
々
と
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
自
分
を
高
め
た
い
」。
大
学
卒
業
を
控
え
た
高
野
さ

ん
に
と
っ
て
、そ
れ
は
譲
れ
な
い
価
値
観
だ
っ
た
。「
人
生
の
糧
」

と
な
る
道
を
求
め
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
の
は
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
海
に
浮
か
ぶ
楽
園
、
フ

ィ
ジ
ー
共
和
国
だ
。
高
野
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年
７
月
の
赴
任

以
来
、
観
光
で
栄
え
る
街
の
陰
で
深
刻
化
す
る
ゴ
ミ
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
は
私
を
持
っ
て
終
了

1991年新潟県出身。大学で
は、森林生態学を専攻。卒業
後、2013年７月から青年海外
協力隊（環境教育）としてフィ
ジー共和国で活動中。

PROFILE

JICA 
Volunteer  

Story

a

TAKANO
Koki

「
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
ゴ
ミ
問
題
の
改
善
」

大
学
時
代
、日
本
で
住
民
を
対
象
と
し
た
環
境
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
高
野
光
輝
さ
ん
。

現
在
は
、フ
ィ
ジ
ー
屈
指
の
観
光
地
で
、持
ち
前
の
行
動
力
を
発
揮
し
、

多
く
の
人
々
を
活
動
に
巻
き
込
み
な
が
ら
、ゴ
ミ
問
題
の
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。

d

c
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高
野
　
光
輝

b

a.小学校で環境教育の授業をする高野さん。子どもたちは廃材を使って工作することを学んだ
b.町の市場から排出される生ゴミを分別・回収する。運搬後のゴミは日本のNGOのもとで堆肥化される
c.改修工事前のシンガトカ最終処分場。現在は、散在していたゴミは砂で覆われ、分別投棄がされている
d.昨年のクリーン・スクールプログラムの表彰式。取り組みを実施する学校の教員らが１年の成果を発表した

JICAの技術プロジェクトと連携し、改修工事に取り組んだ町の最終処分場がオープニングを迎えた。看板は高野さんの自作だ

フィジー

シンガトカ町
ビチレブ島

せ
っ
さ
た
く

ま



「
幸
せ
の
は
ち
み
つ
カ
カ
オ
」
の
取
り
組
み

が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
昨
年
5
月
。
部

員
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
、
世
界
の
貧
困
問
題
、
そ
し
て
自
分
た

ち
の
当
た
り
前
の
生
活
の
あ
り
が
た
み
を
知
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。「
こ
れ
ま
で
の

商
品
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
て
問
題
解
決
に
貢
献
し
た
い
」。
何
度
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
中
で
見
え
て
き

た
の
は
、
ガ
ー
ナ
の
カ
カ
オ
産
業
に
お
け
る
児

童
労
働
の
現
状
だ
。
同
時
に
彼
女
た
ち
は
、
安

定
的
な
供
給
が
見
込
め
る
カ
カ
オ
を
使
用
す
れ

ば
、
活
動
を
通
し
て
継
続
的
な
支
援
が
で
き
る

と
考
え
た
。
こ
う
し
て
、
地
元
の
蜂
蜜
と
ガ
ー

ナ
産
カ
カ
オ
を
使
っ
た
ア
イ
ス
づ
く
り
が
始
ま

っ
た
。

し
か
し
、「
ど
う
発
信
し
て
い
く
か
が
課
題

で
す
」
と
梅
田
晴
香
さ
ん
は
話
す
。
フ
ェ
ア
ト

レ
ー
ド
商
品
は
流
通
量
が
少
な
く
、
値
段
も
高

め
な
の
で
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
て
く
れ
る
人

で
な
い
と
商
品
を
手
に
取
っ
て
く
れ
な
い
。
そ

ん
な
問
題
意
識
か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
で
は

商
品
開
発
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ
ゼ

ン
を
通
し
て
人
々
と
世
界
の
問
題
を
共
有
す
る

こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
は
、
名
古
屋
市
で
「
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
世

界
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
同
校
に
も
各
国
代
表

の
参
加
者
が
視
察
に
訪
れ
た
。
そ
の
機
会
を
生

か
し
、「
幸
せ
の
は
ち
み
つ
カ
カ
オ
」
の
プ
レ

ゼ
ン
を
英
語
で
行
っ
た
彼
女
た
ち
。
ア
イ
ス
の

売
り
上
げ
の
一
部
は
、
ガ
ー
ナ
の
教
育
支
援
や

農
業
発
展
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
、
買

「
初
め
は
、
有
志
の
活
動
で
し
た
」。
そ
う
語

る
の
は
、
ク
ラ
ブ
顧
問
の
梶
原
英
彦
先
生
だ
。

2
0
1
0
年
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
授
業
の
一
環

と
し
て
導
入
し
て
以
来
、
大
学
と
の
連
携
で
校

舎
の
屋
上
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
、
採
れ
た
蜂

蜜
で
商
品
開
発
を
し
て
地
域
貢
献
に
生
か
す
な

ど
、
発
展
的
な
活
動
を
取
り
入
れ
な
が
ら
現
在

の
部
活
動
の
礎
を
築
い
て
き
た
。「
地
域
の
人
々

と
生
徒
、
ど
ち
ら
も
信
頼
し
て
い
る
か
ら
、
活

動
は
学
生
に
任
せ
て
い
る
ん
で
す
」。
そ
の
言

葉
の
通
り
、
学
生
た
ち
は
自
ら
行
政
機
関
や
企

業
に
足
を
運
ん
で
、
蜂
蜜
を
使
っ
た
商
品
や
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
を
売
り
込
ん
で
い
る
。
加
藤
な

な
さ
ん
は
、「
私
た
ち
の
取
り
組
み
が
少
し
ず

つ
知
ら
れ
始
め
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
」
と
や
り
が
い
を
語
る
。
2
0
1
3
年
12
月

に
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
取
り

組
み
が
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
と

し
て
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

か
ら
評
価
さ
れ
、
同
校
は
「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
」
に
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
ク
ラ
ブ

の
視
野
は
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。

教
室
に
入
る
と
、
女
子
高
校
生
ら
の
笑
顔
に

迎
え
ら
れ
た
。
次
の
瞬
間
、
進
み
出
た
学
生
が

さ
っ
と
差
し
出
し
て
き
た
の
は
、
な
ん
と
名
刺

だ
っ
た
。
―
―
愛
知
商
業
高
校
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ

ブ 

部
長 

岩
室
美
咲
。「
私
た
ち
は
、
学
校
の
屋

上
で
作
っ
て
い
る
〝
徳
川
は
ち
み
つ
〞
と
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
に
よ
る
ガ
ー
ナ
産
の
カ
カ
オ
を
使

っ
た
ア
イ
ス
、〝
幸
せ
の
は
ち
み
つ
カ
カ
オ
〞

を
開
発
し
、
持
続
可
能
な
未
来
に
向
け
て
活
動

し
て
い
ま
す
」。
実
は
彼
女
た
ち
、
地
域
の
自

然
環
境
と
開
発
途
上
国
の
貧
困
問
題
の
解
決
に

取
り
組
む
若
き
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
だ
っ
た
の

だ
。
こ
れ
ま
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
関
係
機

関
と
の
交
渉
、
販
売
促
進
な
ど
は
、
全
て
自
分

た
ち
で
こ
な
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
身
に
染
み

て
感
じ
た
の
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
。「
幸
せ
の
は
ち
み
つ
カ
カ
オ
」
の
取
り
組

み
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
存
分
に
生
か
し

た
国
際
協
力
の
か
た
ち
な
の
だ
。

い
物
を
通
し
て
で
き
る
国
際
協
力
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
堂
々
と
紹
介
す
る
彼
女
た
ち
の
発
表

に
、
各
国
の
参
加
者
た
ち
も
熱
心
に
聞
き
入
っ

た
。鶴

田
紗
也
さ
ん
は
、「
活
動
の
視
野
が
世
界
に

広
が
り
、
こ
れ
ま
で
は
味
わ
え
な
か
っ
た
世
界

と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
自
分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
」
と
英
語
の
勉
強
に
意
欲
を
見
せ
る
。

ま
た
、
5
月
に
開
催
し
た
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、地
域
の
銭
湯
を
舞
台
に
、「
日

本
の
伝
統
を
大
事
に
す
る
」「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

商
品
を
購
入
す
る
」
な
ど
、
身
近
に
で
き
る
社

会
貢
献
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
っ
た
。

「
最
近
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
買
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
」
と
、
自
分
た
ち

の
生
活
に
も
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。

「
最
初
は
地
域
で
の
取
り
組
み
で
し
た
が
、

今
は
、
世
界
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
世
界
に
目
を
向
け
つ
つ
、
地
域
に
根
ざ

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
部
長
の
岩

室
さ
ん
は
話
す
。
ク
ラ
ブ
の
一
人
一
人
が
、
商

品
を
通
じ
て
地
域
と
世
界
を
つ
な
げ
る
こ
と
を

自
分
た
ち
の
使
命
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

地
域
に
根
を
下
ろ
し
た

国
際
貢
献
の
か
た
ち 

世
界
の
幸
せ
の
願
い
を
込
め
た

ア
イ
ス
開
発

新１年生を迎え、新たなスタートを切るユネスコ
クラブ

1.学校を視察に訪れた各国代表者を前に、英語で地元の魅力とフェア
トレードについてプレゼンテーションを行う
2.校舎の屋上で育てているミツバチの世話。“徳川はちみつ”は今や
地域の特産品だ
3.カップのふたも、ガーナと日本の国旗の色をイメージしてデザインす
るこだわり
4.カカオ・チョコレート商社、アイスメーカーとの打ち合わせ
5.地元の銭湯で行ったトークショー。来場者は幸せのはちみつカカオ
や足湯を楽しみながら、社会の問題へ理解を深めた

connect with

ガーナ

Ghana

125

34

身
近
に
で
き
る

国
際
協
力
を
伝
え
る

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
ア
イ
ス
の
開
発
に
取
り
組
む
愛
知
商
業
高
校
の
学
生
た
ち
。

遠
い
国
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
―
―
。

そ
う
思
え
た
の
は
、
地
域
で
培
っ
た
経
験
と
信
頼
関
係
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
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世界とつながる
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世
界
各
国
の
一
村
一
品
の
取
り
組
み
に

携
わ
る
柳
竜
也
さ
ん
。地
域
と
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、商
品
の

展
示
会
出
品
な
ど
を
支
援
す
る
傍
ら
、

現
地
に
足
を
運
び
、案
件
の
実
施
状
況

や
人
々
の
声
を
自
ら
確
認
す
る
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
る
。 

　

国
際
協
力
と
言
っ
て
も
、
国
家
間
、
市
民
レ
ベ
ル

な
ど
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
私

は
、
大
学
在
学
中
に
、
べ
ト
ナ
ム
戦
争
で
子
ど
も
を

亡
く
し
た
貧
し
い
お
ば
あ
さ
ん
の
家
を
建
て
る
活
動

に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ラ
ブ
の
日
本
国
大

使
館
に
勤
務
し
て
い
た
時
に
は
、
現
地
社
会
で
愛
さ

れ
る
人
間
的
な
魅
力
を
持
っ
た
元
J
I
C
A
専
門
家

の
方
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
実
感
し
た

の
は
、「
困
っ
た
時
こ
そ
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
大

切
だ
」
と
い
う
こ
と
。
J
I
C
A
で
働
く
こ
と
を
決

め
た
の
は
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
で
す
。
人
の
顔
が
見

え
る
協
力
を
通
じ
て
、
互
い
に
親
近
感
や
信
頼
を

持
て
る
関
係
を
築
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
所
属
先
は
、
産
業
開
発
・
公
共
政
策
部
で

す
。
一
村
一
品
や
観
光
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
指
し
て
お
り
、
マ
ラ
ウ
イ
や
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
な
ど
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

私
た
ち
が
一
村
一
品
の
取
り
組
み
で
協
力
す
る

国
々
は
、
潜
在
性
の
高
い
素
材
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
商
品
価
値
を
高
め
、
市
場
に
販
売
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

農
作
物
の
加
工
食
品
を
扱
う
場
合
は
、
人
の
口
に
入

る
物
な
の
で
、
厳
し
い
衛
生
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
難
し
さ
も
ひ
と
し
お
で
す
。
さ
ら
に
、

商
品
を
開
発
す
る
前
の
段
階
に
も
困
難
は
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
現
地
に
は
日
本
と
異
な
る
衛
生
基

準
や
商
慣
習
が
あ
っ
た
り
、
生
産
者
が
読
み
書
き
・

そ
ろ
ば
ん
が
で
き
な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
働
く
上
で
の
ル
ー
ル
や
品
質
管
理
の
概
念
な

ど
を
関
係
者
間
で
共
有
し
、
モ
ノ
を
作
り
、
売
っ

て
い
く
に
は
、
時
間
と
労
力
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
が

か
か
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
支
援
対
象
地
域
が
で
き
る
だ
け
早

く
自
ら
の
力
で
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、

現
地
の
担
当
機
関
と
共
に
、
地
元
社
会
で
手
本
と

な
る
成
功
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
村
一
品
運
動
の
理
念
で
あ
る
「
ロ
ー
カ
ル
に
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
」「
自
主
自
立
・
創
意
工
夫
」「
人

づ
く
り
」
を
実
現
す
る
上
で
も
重
要
で
す
。

J
I
C
A
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
す
る
現
地

の
担
当
機
関
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
よ
り
効
果
的

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
元
の
潜
在
性
の
高
い
企
業

を
選
定
す
る
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
が
持
た
な
い
現
地

の
情
報
と
知
見
を
共
有
し
つ
つ
案
件
の
実
施
を
支

え
て
く
れ
る
、
頼
も
し
い
存
在
で
す
。

　

現
在
、
私
が
携
わ
っ
て
い
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の

案
件
で
は
、
支
援
先
の
地
方
企
業
が
首
都
で
の
展

示
会
に
商
品
を
出
展
し
た
り
、
自
ら
他
の
展
示
会

を
視
察
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
時
に
、
他
の
地
方

の
出
展
商
品
の
質
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
帰
っ
て

き
ま
す
。
で
す
が
、
そ
れ
も
「
ど
う
し
た
ら
よ
り
良

い
も
の
を
作
れ
る
の
か
」
と
い
う
や
る
気
を
呼
び

起
こ
す
、
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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住
民
に
利
益
を
も
た
ら
す
仕
組
み
づ
く
り
で

地
域
経
済
を
活
性
化
し
た
い

観光振興の案件でモザンビークを訪れ、現地の住民に聞き取り調査を行う柳さん（左から
２人目）

From Headquarters

人
と
人
の
つ
な
が
り
か
ら
始
ま
る

国
際
協
力

一
村
一
品
で

自
主
自
立
の
心
を
育
て
る

日
本
の
協
力
が
育
む
絆
を

感
じ
て
ほ
し
い

　

一
村
一
品
で
あ
れ
観
光
で
あ
れ
、
地
域
経
済
の
振

興
に
は
、
地
域
全
体
に
利
益
を
還
元
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
機
能

す
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、「
商
品
を

売
っ
た
お
金
で
、
子
ど
も
を
学
校
に
行
か
せ
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
っ
た
住
民
の
方
々
の
話
を
聞
く
瞬

間
は
、
い
つ
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
J
I
C
A
職

員
と
し
て
現
地
を
訪
れ
る
と
、「
日
本
の
協
力
隊
員

が
学
校
の
先
生
だ
っ
た
」、「
日
本
が
建
て
た
病
院
で

治
療
を
受
け
た
」
な
ど
の
声
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

多
く
の
日
本
の
方
々
に
も
、
開
発
途
上
国
で
観
光
な

ど
を
楽
し
む
中
で
、
実
際
に
そ
ん
な
話
を
耳
に
し
、

国
と
国
と
の
つ
な
が
り
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

大学卒業後、1996年から在
アラブ首長国連邦日本国大
使館に勤務。98年にJICAに
就職。ザンビア事務所、エジ
プト事務所を経て、2014年
より現職。

産業開発・公共政策部　
民間セクターグループ第二チーム

柳　竜也
YANAGI  Tatsuya

エジプト事務所に勤務していた時に担当していた観
光案件の関係者と
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４
月
25
日
、
ネ
パ
ー
ル
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
・
8

の
地
震
を
受
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
国
際
緊

急
援
助
隊
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
緊
急
援
助

物
資
を
現
地
に
送
る
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
震
は
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ

近
く
で
発
生
し
、
多
数
の
死
者
や
負
傷
者

が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
ベ
レ
ス
ト
で
は

地
震
に
よ
る
雪
崩
が
発
生
し
、
日
本
人
を

含
む
多
く
の
外
国
人
登
山
者
も
被
害
を
受

け
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
現
地
政
府
の
要
請
に
基
づ

き
、
26
日
に
国
際
緊
急
援
助
隊
救
助
チ
ー

ム
を
、
28
日
に
は
医
療
チ
ー
ム
一
次
隊
を

現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。
救
助
チ
ー
ム
は
、

カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
の
旧
王
宮
（
ハ
マ
ヌ
ン
・

ド
ガ
）
近
く
に
あ
る
ク
リ
シ
ュ
ナ
マ
ン
デ

ィ
ー
ル
寺
院
で
、
捜
索
救
助
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
30
日
以
降
は
、
古
都
バ
ク
タ
プ

ー
ル
が
日
本
の
活
動
地
と
し
て
割
り
当
て

ら
れ
、
救
助
犬
も
導
入
し
て
懸
命
な
捜
索

活
動
が
続
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
医
療
チ
ー
ム
は
、
従
来
の
基
本

的
な
診
療
に
加
え
て
、
手
術
・
透
析
な
ど

の
高
度
な
医
療
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
機
能
拡
充
チ
ー
ム
を
、
日
本
と
し

て
初
め
て
派
遣
し
ま
し
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ

市
内
の
病
院
で
手
術
支
援
を
行
っ
た
後
、

山
間
部
で
医
療
事
情
が
悪
く
、
被
害
が
甚

大
な
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
バ
ラ
ビ

セ
村
に
移
動
し
、
機
能
拡
充
型
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
ま
し
た
。
５

月
８
日
に
は
二
次
隊
に
活
動
が
引
き
継
が

れ
、
延
べ
９
８
７
人
の
診
療
、
22
人
の
手

術
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
テ
ン
ト
や
毛
布
な
ど
の

緊
急
援
助
物
資
を
送
り
、
５
月
４
日
に
そ

の
第
１
便
目
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
到
着
し
ま

し
た
。
引
渡
し
式
で
は
、サ
ガ
ー
ル
・
マ
ニ
・

パ
ラ
ジ
ュ
リ
内
務
省
空
港
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
担
当
局
長
が
、
日
本
の
支
援
に
感
謝
の

意
を
示
し
、「
被
害
の
大
き
い
地
域
に
迅

速
に
物
資
を
届
け
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
在
ネ
パ
ー
ル
日
本
国
大

使
館
の
榊
原
修
一
公
使
は
、「
引
き
続
き

ネ
パ
ー
ル
を
支
援
し
て
い
く
」
と
発
言
し

ま
し
た
。

ネパール大地震の被災地を支援 01

カトマンズで行われた緊急援助物資の引渡式

ネパール軍と協力して捜索活動を行う救助チーム

03モンゴル初の大学付属病院の建設に協力
　

モ
ン
ゴ
ル
初
と
な
る
大
学
付
属
病
院
の

建
設
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
、
５
月
12
日
に
無
償
資
金
協

力
の
契
約
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
乳
児
や
妊
産
婦
死
亡

率
は
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
医
療
面
の
地
域
格
差
は
大
き
く
、

地
方
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
課
題
で
す
。
一

方
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
で
は
人
口
流

入
が
著
し
く
、
特
に
貧
困
層
の
多
い
地
区

で
病
院
の
設
置
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
師
に
つ
い
て
も
、
核
と
な

る
教
育
病
院
や
統
一
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
な
く
、
卒
業
後
の
研
修
体
制
が
整

っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
事
業
で
は
、
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
に
モ
ン
ゴ
ル
国
立
大
学
付
属
と

し
て
教
育
病
院
を
整
備
し
、
医
療
従
事
者

の
卒
後
研
修
と
市
内
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
拠
点

病
院
以
外
に
お
け
る
医
療
従
事
者
向
け
の

研
修
の
強
化
に
も
取
り
組
み
、
国
内
全
体

の
基
礎
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

02　沖縄国際センター設立30周年迎える
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
が
、
４

月
17
日
で
設
立
か
ら
30
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
当
日
は
、記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

県
内
外
の
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
か
ら

約
3
3
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
田
中
明
彦
理
事

長
が
、
こ
れ
ま
で
の
沖
縄
県
民
か
ら
の

支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
県

が
将
来
目
指
す
べ
き
姿
を
掲
げ
た
「
沖

縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に
も
、

身
近
な
国
際
セ
ン
タ
ー
と
し
て
一
層
貢

献
し
て
い
く
考
え
を
述
べ
ま
し
た
。
続

い
て
、
浦
崎
唯
昭
副
知
事
が
、「
今
後
も

沖
縄
県
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
連
携
を
一
層
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
す
る
翁
長
雄
志

知
事
か
ら
の
祝
辞
を
代
読
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
を
代
表
し

て
、
沖
縄
で
情
報
通
信
技
術
を
学
ぶ
ル

ワ
ン
ダ
の
ル
ワ
ビ
ダ
デ
ィ
・
パ
ト
リ
ッ
ク

さ
ん
が
、「
沖
縄
の
温
か
い
お
も
て
な
し

は
、
永
遠
に
心
に
刻
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と

挨
拶
し
、
沖
縄
の
経
験
が
世
界
に
羽
ば

た
い
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

式典の前日、翁長知事と会談する田中理事長

署名後に握手を交わすジャルガルトルガ・エルデネバト大蔵
大臣と佐藤睦モンゴル事務所長



　「
な
ぜ
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
か
分
か

ら
な
い
。
税
金
を
払
っ
て
い
た
わ
れ
わ

れ
国
民
が
、
な
ぜ
軍
か
ら
攻
撃
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

　
昨
年
７
月
に
訪
れ
た
ト
ル
コ
で
、
シ

リ
ア
か
ら
逃
げ
て
き
た
難
民
の
家
族
が

口
に
し
て
い
た
言
葉
だ
。同
じ
く
昨
年
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
訪
れ
た
際
に
は
、
あ
る

学
生
が
、「
以
前
は
ロ
シ
ア
人
と
も
仲

良
く
暮
ら
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
対
立

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
本
当

に
悲
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
市
民
に
と
っ
て
は
、
き
っ
と
気
付
か

な
い
間
に
戦
争
へ
の
道
を
進
ん
で
い

て
、
い
つ
の
間
に
か
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
感
覚
な
の
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
い
っ
た
ん
戦
争
が
起
き
る
と
、

止
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
今
、
実
際
に

戦
争
状
態
に
あ
る
国
で
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
平
和
を
求
め
て
い
て
、
過
激
な

主
張
を
持
つ
一
部
の
人
が
、
自
分
た
ち

の
組
織
や
集
団
の
利
益
を
錦
の
御
旗
に

掲
げ
、
扇
動
し
、
対
立
関
係
を
あ
お
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
私
は
そ
の
こ
と

を
、自
分
自
身
の
〝
旅
〞
か
ら
学
ん
だ
。

　
私
は
、
自
分
が
知
り
た
か
っ
た
り
疑

問
に
感
じ
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
な
る
べ
く
現
地
に
足
を
運
び
、
そ

こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら
直
接
話
を

聞
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。
メ
デ

ィ
ア
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
が
本
当
に
正
し
い
か

ど
う
か
常
に
疑
い
を
持
ち
な
が
ら
、
自

分
自
身
で
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　
今
の
世
界
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
い

る
。
も
は
や
一
国
だ
け
で
生
き
て
い
く

こ
と
は
難
し
く
、
他
国
と
の
共
存
の
中

で
こ
そ
、
よ
り
良
い
発
展
が
可
能
に
な

る
。
今
や
世
界
の
海
外
旅
行
者
は
年
間

11
億
人
を
超
え
、
観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

留
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
持
っ
た

人
が
地
球
上
を
行
き
交
う
時
代
だ
。
一

方
、
日
本
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
訪

日
外
国
人
の
数
は
こ
こ
数
年
、
急
激
に

増
え
て
い
る
も
の
の
、
出
国
者
数
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ

に
逆
行
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
は
、
日
本
人
の
内
向
き
志
向
と
何

か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
世
界
が
大
き
く
動
い
て
い
る
今
、
相

手
の
立
場
を
理
解
し
て
共
存
・
共
生
し

て
い
こ
う
と
い
う
価
値
観
が
必
要
だ
。

世
界
を
旅
す
れ
ば
、
異
文
化
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ
、
日
本
と
の

違
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

21

と
同
時
に
、人
間
と
し
て
の
〝
共
通
項
〞

も
数
多
く
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
こ
の
世
に
生
ま
れ
、
家
族
を
つ

く
り
、
子
ど
も
を
つ
く
り
、
次
世
代
に

継
承
し
て
い
く―

。
個
人
、
家
族
、
社

会
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ

る
が
、
人
間
と
し
て
の
営
み
は
ど
こ
の

国
で
も
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
を
見
つ
け

な
が
ら
旅
を
す
る
の
は
面
白
い
。

　
私
自
身
、
若
い
こ
ろ
に
約
10
カ
月
か

け
て
世
界
一
周
の
旅
を
し
た
。
ロ
ー
カ

ル
バ
ス
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
国
々
を
回

り
、
そ
の
国
や
地
域
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
体
験
が
、
旅

行
業
界
に
入
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ

た
。
自
分
の
目
で
見
て
、
考
え
る
こ
と

に
、
勝
る
も
の
は
な
い―

。
そ
う
感
じ

て
、
開
発
途
上
国
に
も
数
多
く
足
を
運

ん
で
き
た
。

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
紛
争
の
跡
地
だ
。セ
ル
ビ
ア
、

コ
ソ
ボ
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ

ナ
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
暮
ら
す

人
た
ち
に
話
を
聞
い
た
。
メ
デ
ィ
ア
の

情
報
か
ら
受
け
取
っ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ

と
は
異
な
り
、
互
い
に
加
害
者
で
も
あ

り
被
害
者
で
も
あ
る
と
感
じ
た
。
そ
れ

で
も
、被
害
者
意
識
は
ど
の
国
も
強
い
。

虐
殺
の
事
実
は
、
ど
ん
な
理
由
を
付
け

て
も
納
得
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
。

　
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歴
史
的
な
事

実
を
認
め
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な

い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
自
分
た
ち
の
組
織
の
み

に
と
っ
て
都
合
の
い
い
解
釈
を
し
て
い

る
限
り
、
民
族
を
超
え
た
融
和
は
実
現

し
な
い
。
日
本
も
今
、
近
隣
諸
国
と
の

関
係
で
緊
張
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。
互

い
の
国
益
を
優
先
し
た
政
策
が
、
結
果

と
し
て
国
民
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と

に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
対
立
関
係
を

あ
お
る
の
で
は
な
く
、
人
と
人
の
交
流

を
促
進
し
、
地
域
の
平
和
を
目
指
す
べ

き
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
日
本
国
内
の

社
会
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
重
要
だ
が
、世
界
の
課
題
を
共
有
し
、

共
に
解
決
へ
の
道
を
探
る
こ
と
で
、
今

よ
り
も
平
和
で
安
定
し
た
世
界
の
形
成

に
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
私
は
今
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、
途
上
国
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア

ー
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
世
界
へ
の
関
心
が
広
が
り
、
国

際
関
係
の
仕
事
に
就
い
た
参
加
者
も
い

る
の
は
、
非
常
に
う
れ
し
い
。
一
方
的

な
情
報
だ
け
を
う
の
み
に
し
て
思
考
を

止
め
る
の
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
、
い
ろ
い

ろ
な
世
界
を
見
て
、
体
感
し
て
、
自
分

な
り
の
〝
旅
〞
の
魅
力
を
見
つ
け
て
ほ

し
い
。

〝
旅
〞
か
ら
学
ぶ

＜Profile＞
なめかた・かずまさ
1978年に陸路での世界一周の旅を
経験。85年に株式会社エイチ･アイ･エ
スに入社。現在は取締役相談役CSR
推進管掌を務める。ボランティア・スタ
ディーツアーとエコツーリズムの普及、
若者の人材育成にも力を入れている。

ボスニア・ヘルツェゴビナの
スレブレニツァ虐殺記念碑。
セルビア軍に虐殺されたボ
スニャック人8372人の名前
が刻まれている

セルビアでは、コソボ紛争時に
コソボから逃げてきたセルビア
人夫婦に出会った。セルビア
政府は住居を提供するなどの
支援を行っている

トルコ・アクチャカレのシリア人難民キャンプ。シリアとの国境付近
にあり約３万人が生活している

デモ抗議による激しい暴動が起きたウクライナ・キエフの独立広場。昨年訪れ
た際にも、テントやバリケードが残されていた

行
方 
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正
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式
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社
エ
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チ
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え
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
て
の
地
域

に
お
い
て
、
包
摂
性
、
持
続
可
能
性
、
強

靱
性
を
兼
ね
備
え
た
「
質
の
高
い
成
長
」

を
実
現
す
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
首
脳
会
議
で
は
、
安
倍
総
理
が
「Unity 

in D
iversity 

〜
共
に
平
和
と
繁
栄
を
築

く
」
を
テ
ー
マ
に
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
日
本

が
得
意
と
す
る
人
づ
く
り
を
中
心
に
、
地

域
開
発
の
後
押
し
を
継
続
し
て
い
く
考
え

を
示
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
今
後
５

年
間
で
、
35
万
人
に
対
し
て
技
能
向
上
な

ど
の
人
材
育
成
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
を

表
明
し
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
多
様
性
豊
か
な
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
と
一
層
結
束
を
強
め
、「
成
長
の
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
共
に
繁
栄
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

リ
ビ
ア
と
い
え
ば
、
白
い
湖
面
と

青
い
空
が
地
平
線
で
ぶ
つ
か
る
幻

想
的
な
ウ
ユ
ニ
塩
湖
を
思
い
浮
か
べ
る
人

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、

美
し
い
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
こ

の
国
の
歴
史
は
、
相
次
ぐ
ク
ー
デ
タ
ー
や
先

住
民
へ
の
差
別
、
隣
国
と
の
戦
争
な
ど
、
平

た
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
道
を
経
て
、
2
0
0
6
年

に
同
国
史
上
初
め
て
誕
生
し
た
先
住
民
出

身
の
大
統
領
、
エ
ボ
・
モ
ラ
レ
ス
氏
は
、

長
期
安
定
政
権
を
築
き
、
好
調
な
経
済
成

長
を
背
景
に
、
よ
う
や
く
国
土
の
本
格
的

な
開
発
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
ボ
リ
ビ
ア
の
発
展
を
後
押
し
す
る
た
め
、

日
本
は
人
材
育
成
や
地
方
開
発
を
通
じ
た

生
産
力
の
向
上
に
重
点
を
置
い
て
、
協
力

を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
政
権
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
注
力
し
て

お
り
、
日
本
の
O
D
A
で
実
施
さ
れ
る
ラ

グ
ナ
・
コ
ロ
ラ
ダ
地
熱
発
電
所
建
設
計
画

に
は
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
日
本
と
ボ
リ
ビ
ア
の
関
係
は
、
先
人
の

足
跡
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
8

9
9
年
、
日
本
人
移
民
7
9
0
人
が
初
め

て
ペ
ル
ー
に
入
り
、
う
ち
91
人
が
チ
チ
カ

カ
湖
を
渡
っ
て
ボ
リ
ビ
ア
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
彼
ら
は
、
ゴ
ム
林
所
有
者
と
の

契
約
の
下
、
厳
し
い
環
境
で
働
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
1
9
5
6
年
の
移
住
協
定
締
結

や
、
代
表
的
な
移
住
地
の
建
設
を
経
て
、

日
系
人
社
会
は
繁
栄
の
途
を
歩
み
ま
す
。

同
国
と
の
歴
史
的
な
結
び
付
き
を
継
承
し

つ
つ
、
新
た
な
時
代
の
協
力
関
係
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

月
19
〜
24
日
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
、「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

（
バ
ン
ド
ン
会
議
）」
の
60
周
年
記
念
行
事

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
日
の
閣
僚
会
議

に
は
、
中
根
一
幸
外
務
大
臣
政
務
官
が
出

席
。
22
日
に
は
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣

が
首
脳
会
議
に
出
席
し
、
各
国
お
よ
び
国

際
機
関
か
ら
の
代
表
者
に
向
け
て
ス
ピ
ー

チ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
は
、
1
9
5
5
年
の
会
議

か
ら
60
年
の
節
目
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、「
世
界
の
平
和
と
繁
栄
を
推
進

す
る
た
め
の
南
南
協
力
」
を
テ
ー
マ
に
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
感
染
症
対

策
や
女
性
の
地
位
向
上
、
防
災
、
人
材
育

成
な
ど
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
共
通
の

課
題
で
あ
り
、
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

開
発
途
上
国
間
の
協
力
で
あ
る
南
南
協

力
、
さ
ら
に
は
、
南
南
協
力
を
先
進
国
が

資
金
面
な
ど
で
支
援
す
る
三
角
協
力
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
ま
し

た
。

　
中
根
外
務
大
臣
政
務
官
は
、
閣
僚
会
議

で
演
説
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
け
る

国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
な
ど
の
日
本
の
過

去
60
年
の
取
り
組
み
に
触
れ
つ
つ
、
国
際

協
調
に
基
づ
く
「
積
極
的
平
和
主
義
」
の

立
場
か
ら
、
地
域
と
国
際
社
会
の
平
和
と

安
定
、
お
よ
び
繁
栄
に
一
層
寄
与
す
る
考

4

ODA政策

根
一
幸
外
務
大
臣
政
務
官
は
、
５

月
５
〜
６
日
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
を
訪
問
し
、
経
済
協
力
開
発
機
構

（
O
E
C
D
）
幹
部
や
加
盟
諸
国
と
日
本
の

開
発
協
力
政
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
コ
バ
・
ユ
ネ
ス
コ
事

務
局
長
と
会
談
し
、
日
本
と
ユ
ネ
ス
コ
の

関
係
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

　
中
根
外
務
大
臣
政
務
官
は
、
ア
ン
ヘ
ル
・

グ
リ
ア
O
E
C
D
事
務
総
長
と
、
開
発
分

野
の
諸
問
題
や
６
月
に
開
催
予
定
の
O
E

C
D
閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
最
も
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
る
「
投
資
」
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
エ
リ
ッ
ク
・
ソ
ー
ル
ハ
イ
ム
O

「中根外務大臣政務官のフランス訪問」

OECD、ユネスコとの協力強化 

E
C
D
開
発
援
助
委
員
会
（
D
A
C
）
議

長
と
の
会
談
で
は
、
今
年
２
月
に
日
本
の

開
発
協
力
大
綱
が
新
た
に
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
D
A
C
と
も
連
携
し
な
が

ら
世
界
の
開
発
課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
O
E
C
D
加
盟
国
の
大
使
ら

に
向
け
、
日
本
の
開
発
協
力
大
綱
に
つ
い

て
説
明
。
参
加
者
か
ら
は
、「
新
た
な
大
綱

の
下
で
の
日
本
の
さ
ら
な
る
貢
献
に
期
待

す
る
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
行
わ
れ
た
ボ
コ
バ
・
ユ
ネ
ス
コ

事
務
局
長
と
の
会
談
で
は
、
ボ
コ
バ
事
務

局
長
か
ら
日
本
の
ユ
ネ
ス
コ
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
、
謝
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

長長な
開ボ

リ

日
本
は

日生
産
力

生
産
力
の

を
続
け

を
続
け
てて

Message from Bolivia
歴史的結び付きから新たな協力へ

在
ボ
リ
ビ
ア
日
本
国
大
使
館
　
　    

大
島
　
正
裕  

一
等
書
記
官

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。

中

1965年に建設された日系人の移住地、サンフアンの入り口

日本の無償資金協力の式典に参加するモラレス大統領
（前列右から５番目）

ソールハイムDAC議長と会談した中根外務大臣政務官
（写真提供：外務省）

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾

10

基本的人権、国連憲章の目的及び原則を尊重すること。

全ての国の主権及び領土保全を尊重すること。

あらゆる人種の平等及び大小全ての国の平等を承認すること。

他国の内政に対する介入及び干渉を慎むこと。

国連憲章に従った各国の単独又は集団的自衛権を尊重すること。

(a)いずれかの大国の特別の利益に資する集団的防衛取極めの
　利用を慎むこと。

(b)他国に対する圧力行使を慎むこと。

いかなる国の領土保全又は政治的独立に対する侵略行為若しく
は侵略の威嚇又は武力の行使も慎むこと。

国連憲章に従って、交渉、調停、仲裁、司法的解決及び当事者の
選択によるその他の平和的手段といった平和的手段によって、全
ての国際紛争を解決すること。

相互利益及び協力を促進すること。

正義及び国際的義務を尊重すること。

アジア・アフリカ会議（バンドン会議）

OECDグリア事務総長と会談した中根外務大臣政務官
（写真提供：外務省）

首脳会議でスピーチする安倍総理
（写真提供：内閣広報室）

アジア・アフリカと共に
豊かになる

ODA政策

「アジア・アフリカ会議（バンドン会議）」
60周年記念行事

４月19～24日、インドネシアで、アジア・アフリカ会議
60周年記念行事が開かれ、22日のジャカルタでの
首脳会議では安倍晋三内閣総理大臣がスピーチを
行いました。

60周年を記念し、一堂に会した各国の代表者たち
（写真提供：内閣広報室）

1955年４月、インドネシアのバンドンで開催。日
本を含むアジア・アフリカの29カ国・地域が参
加。新興独立国の連携を強化する狙いで「バン
ドン10原則」を採択。

バンドン10原則
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写真・文 高橋歩
地球ギャラリー vol.81

地
の
果
て
か
ら
、
近
所
の
温
泉
ま
で
。

大
都
会
で
の
パ
レ
ー
ド
か
ら
、
大
自
然
で
の
キ
ャ
ン
プ
ま
で
。

楽
園
、
秘
境
、
絶
景
、
神
秘
、
刺
激
、
至
福
、
冒
険
、
驚
異
、
ロ
マ
ン 

…

癒
し
も
、
痛
み
も
、
無
人
島
も
、
砂
漠
も
、
平
和
も
、
出
家
も
、
エ
ロ
も
、
ナ
ウ
シ
カ
も 

…

難
し
い
こ
と
は
何
も
な
い
。

た
だ
、
自
分
の
心
に
搭
載
し
た
、
わ
く
わ
く
セ
ン
サ
ー
に
従
っ
て
、
世
界
へ
飛
び
出
そ
う
。

旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
出
逢
い
は
広
が
り
、
視
野
は
広
が
っ
て
い
く
。

た
っ
た
一
度
の
人
生
。

好
き
な
こ
と
や
ん
な
い
で
、
何
や
ん
だ
よ
。

旅
を
続
け
よ
う
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？



居
心
地
の
い
い
日
常
を
離
れ
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
流
れ
の
中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、
新
し
い
扉
を
ガ
ン
ガ
ン
ノ
ッ
ク
し
て
み
た
い
。

さ
ぁ
、
今
回
は
、
ど
こ
に
流
れ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
？

そ
の
好
奇
心
だ
け
が
、
俺
を
突
き
動
か
し
て
い
く
。

さ
ぁ
、
旅
が
始
ま
っ
た
。

い
つ
も
の
と
お
り
、
計
画
は
何
も
な
い
。

俺
が
旅
に
求
め
る
こ
と
は
、
た
だ
ひ
と
つ
。

た
だ
、
自
分
を
ぶ
っ
壊
し
て
み
た
い
だ
け
だ
。

地球ギャラリー vol.81



地球ギャラリー vol.81

旅
先
で
、
だ
ん
だ
ん
と
、
土
地
の
空
気
み
た
い
な
も
の
に
溶
け
て
く
る
と
、

日
本
の
普
段
の
生
活
で
、
知
ら
ぬ
間
に
創
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
膜
み
た
い
な
も
の
が
溶
け
て
な
く
な
っ
て
く
る
。

作
家
と
し
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
社
長
と
し
て 
…

父
親
と
し
て
、
夫
と
し
て 

…

そ
う
い
う
も
の
の
す
べ
て
が
薄
ら
い
で
き
て
、
た
だ
、
ひ
と
り
の
「
オ
レ
」
に
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
自
分
と
い
う
生
物
が
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
き
た
な
、
と
感
じ
た
頃
か
ら
。

も
う
一
度
、
オ
レ
の
真
ん
中
に
あ
る
核
だ
け
が
、
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

オ
レ
は
、
旅
と
い
う
も
の
に
、
そ
ん
な
に
多
く
の
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。

旅
が
人
生
を
変
え
る
と
か
、
旅
で
な
に
か
を
見
つ
け
る
と
か
、
大
げ
さ
に
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

た
だ
、
こ
の
、
漂
う
よ
う
な
感
覚
が
好
き
な
ん
だ
な
、
き
っ
と
。

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

高
橋 

歩  Takah
ash
i A
yu
m
u

作
家
、カ
フ
ェ
バ
ー
経
営
、出
版
社
経
営
、

世
界
一
周
、自
給
自
足
ビ
レ
ッ
ジ
主
宰
な

ど
、世
界
中
、様
々
な
分
野
で
活
動
す
る

自
由
人
。著
作
の
累
計
部
数
は
2
0
0
万

部
を
超
え
、英
語
圏
諸
国
、韓
国
、台
湾
な

ど
、海
外
で
も
広
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。



　いろんな国に興味はあるけれど、自分で

行くには場所も時間も限られている。なら

ば、たった2時間半で行ける世界直行便は

どうだろう。

　「LunchTrip（ランチトリップ）」は、ランチ

を通して世界のさまざまな国の文化を知る

イベントだ。おいしい食事を楽しみながら、

その国をよく知る人に国の事情を聞き、ワ

ークショップを通して理解を深める。日本

という〝外の世界〟から見た美しいイメージ

だけではなく、現地出身者や滞在したこと

のある参加者を通じて、その国のありのま

まの姿を知ることができるのも魅力だ。

　LunchTripの創設者の一人、松澤亜美さ

んは、「アメリカ留学中、近所でターバンを

巻いていたシーク教徒の男性が、〝アメリカ

の敵であるイスラム教徒だ〟と決め付けら

れて殺害される事件がありました。イスラム

教徒だからといってアメリカの敵ではない

し、そもそも亡くなった方はイスラム教徒で

すらなかった。異文化を知らないことが生

んだ悲劇でした」と振り返る。その時に抱い

た疑問と、留学中に友人たちと語り合うた

めに開いた手巻き寿司パーティーの思い出

を組み合わせて、食を通じて楽しみながら

外国を知る旅というアイデアが生まれた。

　たった数時間のランチが、大きな旅立ち

のきっかけになることもある。「今まで知ら

なかった国が、とても身近で気になる国の

ひとつになりました」と語る中村千夏さん。

LunchTripへの参加がきっかけで、青年海

外協力隊に応募し、今年の秋からザンビア

に派遣される。世界のさまざまな問題につ

いて、自分にもできることはないかと考える

ようにもなったという。

　LunchTripでこれまでに旅した国は55カ

国。旅の舞台はレストランや各国大使館な

どが中心だ。開催地は東京（月１回）や大

阪（２カ月に1回）が多いが、静岡や福岡な

どの地方都市でも開催されている。今後の

開催予定は、ホームページやFacebook

ページ、ブログなどで確認できる。

　ほんの数時間で行ける身近な異文化体

験ツアー。気軽に〝搭乗〟してみてはいかが

だろうか。

「LunchTrip」で世界を好きになる

LunchTrip 
Facebookページ：
https://www.facebook.com/lunchtrip
ホームページ：http://www.lunch-trip.com/

おにぎりのようなこの料理。実はマレーシアの
国民食「ナシレマ」だ

大使館で開かれた
ミャンマー便には
安倍晋三首相夫
人の昭恵氏も

〝旅先〟の話を聞くのはもちろん、自分たちで理解を深められることが醍醐味

イラン大使館で開かれたLunch Trip。普段は遠いと思っている国が、たちまち近くなる

すぐそこにある
直行便

旅と食という楽しみを
異文化理解のきっかけに
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新 着 情 報

B  OOK

『観光コースでないミャンマー（ビルマ）』
いつもと一味違う旅がしたい！そんな人には、ぜひこの本をおす
すめしたい。22年間にわたりミャンマーで潜入取材を繰り返し
てきた著者が、普通の観光ガイドには載っていないような場所、
そして歴史や文化を、写真ととも
に紹介している。ヤンゴン市内を
一周できる路線バスのルートや、
現地の人もほとんど行かない極
上のビーチ、新年を祝い町中の
人たちが水を掛け合う伝統の祭
りなど。長年、軍事政権下で閉ざ
されていたこの国の、真の姿を知
ることができる一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ上映期間：６月４日（木）～14日（日）

会場：＜東京＞表参道ヒルズ スペース オー、ラフォーレミュージアム原宿、シダックス・
　　　　　　  カルチャーホール、iTSCOM  STUDIO & HALL 二子玉川ライズ
　　　＜横浜＞ブリリア ショートショート シアター
問：ショートショート実行委員会 ０３-５４７４-８８４４
URL：http://www.shortshorts.org

宇田有三 著
高文研
1,944円（税込）

『ショートショート フィルムフェスティバル ＆ 
アジア 2015』
米国アカデミー賞公認、アジア最大級の国際短編映画祭。カナダの
俳優・映画監督のグザヴィエ・ドランが15歳で主演を務めた『鏡』や、
新作『スター・ウォーズ』でヒロインを演じるデイジー・リドリー主演の
『ブルー・シーズン』など、世界各地から集まった約5,000本の作品か
ら選りすぐりの約200
本を上映。また、今年は
東南アジア諸国の作
品上映と、各国の映像
関係者による国際シン
ポジウムも開催。日本
ではあまり知られていな
い東南アジア映画の
今に迫る。

『第４回ワールドグルメ＆ミュージックフェスタ
in代々木公園2015』
毎年約４万人が集まる「ワールドグルメ＆ミュージックフェスタ」。今年
は、タイ、ブラジル、トルコなど９カ国の郷土料理が集結する。さらに、
ネパールやアフリカ各国のブースには、思わず手に取りたくなる雑貨
が並ぶ。その他、ブラジルのカポエラやフラダンスなどに加え、日本人
アーティストによる音楽のステージも楽しめるこのイベント。足を運べ
ば、世界旅行に行ったような気分になれること間違いなしだ。

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

『青の楽園へ　地球の奇跡、大自然の宝石に逢いに…』
青空の下に広がる、どこまでも透き通った青い海。紹介されて
いるのは、「楽園」をテーマに写真を撮り続けてきた著者が選ん
だ、とっておきの場所だ。鮮やかなエメラルドブルーに囲まれた、
モルディブの水上コテージ。砂漠
とのコントラストが印象的な、エジ
プトの紅海。世界遺産の美しい街
並みが広がる、モロッコの港町。
ページをめくれば、さまざまな“青”
が出迎え、ひとときの癒しの旅へと
いざなってくれるだろう。さあ、あな
たのお気に入りの楽園を探してみ
よう。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ 三好和義 著

たかせ藍沙 執筆協力
PHP研究所
1,512円（税込）

会期：６月27日（土）、28日（日）
　　　１０～１９時
会場：代々木公園イベント広場
　　　（東京都渋谷区）
問：B.M.I. Co.,Ltd.斉藤 
　　０９０-５５６３-９９３０

東南アジアプログラムより
『雨あがれ』（SEPATU BARU On Stopping the Rain）［インドネシア］
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感染症
昨年、世界を震撼させたエボラ出血熱や、約70年ぶりに日本国内で
の感染が確認されたデング熱など、医学が進歩した今日でも、感染
症との闘いに終わりは見えません。国際社会と共に見えない脅威に
挑む日本の活動に迫ります。

本誌をご希望の場合は
下記方法で
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本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
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週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。
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Eメール
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① スリランカの刺繍小物
② 書籍『観光コースでないミャンマー（ビルマ）』 （p37参照）
③ 書籍『青の楽園へ 地球の奇跡、大自然の宝石に逢いに…』
　  （p37参照）
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Vol.80  スリランカ

紛争を乗り越えて咲くバラの花

©Yuki Asada

★スリランカの手刺しゅうの小物を5人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

★商品は、特定非営利活動法人ナダァジャパンのHP
（http://gnadaa.org/）を通じて購入可能。
イベント出店情報はFacebookページ（https://www.
facebook.com/gnadaa）から

女性たちは子どもを育て、家族を養いながら働いている
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2015. NO.80

　インドの南東に浮かぶ島、スリランカ。
紅茶が有名なこの島で、2009年までの
26年間、内戦が続いていたことをご存知
だろうか。激戦地となった北部では、少
数派のタミル人が戦火を逃れて各地を
転 と々しながら終戦を待った。内戦で夫
を亡くした女性も多いが、女性が就ける
仕事は少なく、家族を支えていくのにも
苦労している現状だ。
　スリランカ出身で、日本に長年住むジ
ャーナリストのスベンドリニ・カクチさん
は、戦争の被害を受け、家族の後ろ盾も
ない女性たちの経済的自立と、日本とス
リランカの相互理解促進を目指して、特
定非営利活動法人ナダァジャパンを設
立。港町トリンコマリーに裁縫センター

を作り、現地の女性たちが一つ一つ手
作業で縫い上げた刺しゅうを衣服や小
物に仕立てて日本に届けている。華や
かなバラのモチーフが、ナダァ（タミル語
で「歩く」の意味）のシンボルだ。
　「現在は日本でデザインや仕上げをし
ている部分もありますが、将来的には現
地の女性たちが全て自分で作れるよう
になることを目指しています」というカク
チさん。理事で女子美術大学名誉教授
の木下道子さんやその教え子の若手デ
ザイナー、女性たちに裁縫を指導する並
木玲子さんなどと共に、魅力的なファッ
ションを人のために生かす「ソーシャル
ファッション」の考え方を広めようと奔走
している。

スリランカ

インド

トリンコマリー
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　広島で平和教育を受けながら育った私
にとって、平和や人権は、幼い頃から身
近だったように思います。国内外でいろ
いろなボランティア活動をするようにな
ったのもその影響からでしょうね。病気
や障害の有無、国籍、宗教、思想などの
違いに関わらず、全ての人が自分らしく
生きられる社会になればいいなぁと思っ
ています。
　人道援助団体「ドイツ国際平和村」の
支援に携わるようになったのは、1999年
から。平和村では、紛争で傷つき、母国
での治療が難しい子どもたちを受け入れ
て、無償で医療やリハビリ、教育を提供
し、母国に帰しています。子どもたちはひ
どい傷を負っていますが、やはり子ども
は子ども。みんな本当にかわいい。
　子どもたちは、心身ともに深い傷を負
い、言葉も文化も違う国から来ています
が、その表面的な“違い”に捉われず、優
しさや悲しさなどの感情を共有し、共に
生きようとする力があります。子どもたち
とボランティアとの間も同じです。喜びや
苦しみなどの感情を分かち合うことで、

癒やしや支え合いが生まれ、平和村はホ
スピタリティーにあふれています。
　戦争がなくなり、平和村が必要なくな
ること――。これは、平和村最大の目標
です。そのため、平和村はドイツでの医
療支援だけでなく、国内外から一般の人
を受け入れて平和教育を行ったり、幼い
子どもが親元を離れずに治療を受けるこ
とができるように、母国での医療ケアの
援助活動も行っています。私は日本で、
平和村の子どもたちの写真展などを開催
し、現状を知ることから始まる「種まき」
のような活動もしています。
　2011年12月、“違う”ということをハン
ディにしない、誰も排除しない「まぜこぜ
の社会」を目指して「Get in touch」の活
動を始めました。「まぜこぜの社会」と
は、人々をある特性でカテゴライズしてマ
イノリティーへと追いやるのではなく、そ
れぞれが違いを生かしながら自分らしく
暮らすことができる多様性社会です。ア
ートや音楽、おいしいものなど、ワクワク
するイベントや展示会、プロモーションビ
デオ、ライブなどを企画して、「まぜこぜ」

の居心地の良さを伝えています。縦割り
社会では何も変わらない。省庁・政治・
企業・団体・家族・個人、あらゆるジャン
ルを超えてつながれば、他人事だと思っ
ている人も楽しみながら問題に気付け
る。こうした種まきのような活動がやが
て芽を出すと信じています。みんな目指し
ているのは、幸福、社会の成熟ですから。
　2020年のオリンピック・パラリンピック
に向けてバリアフリーが叫ばれています
が、完璧なインフラ整備は非現実的かも
しれません。でも、私たちの心にバリアー
がなければ、自然に声を掛け合い、手を
差し伸べあえる「まぜこぜの社会」は難
しくないと思います。「まぜこぜの社会」は
全ての人にとってハッピーです。レッツ、
まぜこぜ。Get in touch！

私の 「まぜこぜの社会」を目指して

AZUMA Chizuru

女優  東ちづる

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1960年、広島県生まれ。ドラマ、司会、講演、執筆な
どの各分野で幅広く活躍中。骨髄バンク、ドイツ国際
平和村などのボランティア活動を20年以上続けてお
り、2012年には、アートや音楽などを通じて、違うとい
うことをハンディにしない、どんな状況、状態でも誰も
排除しない「まぜこぜ」の社会を目指す、一般社団法
人「Get in touch」を設立し、代表として活動中。 photographer: toboji
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